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序     文

大阪府南部に位置します泉南市は、南に緑豊かな和泉山脈、北に波静かな大阪湾に接し、古代より豊

かな自然環境に恵まれた結果、数多くの遺跡が残されています。

現在泉南市内には、90箇所にものぼる旧石器時代から江戸時代までの様々な時代の貴重な遺跡が確認

されており、その数は年々増加しております。

一方、市域の開発は依然として活発に行なわれ、常に破壊の危機にさらされておりますのも事実であ

ります。これら先人の残した貴重な歴史的遺産を後世に伝え、保護を講じることは、現在に生きる我々

に与えられた義務であります。

本調査報告書により、文化財に対しての理解を深めて頂くと同時に、文化財保護・研究に対しての一

助となることで、この重責の一端を果たすことができたら幸いに存じます。

また、今年度は、昨年、史跡海会寺跡広場に隣接して完成いたしました埋蔵文化財センターが、「古

代史博物館」として一般開放が開始され、本市文化財行政において最も大きな転換点と言える年となり

ました。

今後は、埋蔵文化財センター部門において、より綿密な埋蔵文化財の調査研究、文化財保護を進めて

行くと同時に、博物館部門においては、歴史 。文化の中心的存在として海会寺跡広場と一体となった

「歴史の風薫るまち 。せんなん」のイメージづくり、まちづくりに活かす所存であります。

最後になりましたが、調査にご協力を頂きました地元地権者、近隣住民の皆様、並びに関係諸機関の

方々に深く感謝の意を述べさせて頂きますと同時に、今後とも本市の文化財行政によリー層のご理解、

ご指導を賜りますようお願い申し上げます。

平成10年 3月

泉南市教育委員会

教育長 赤 井  悟



例     言

1.本書は、泉南市教育委員会が平成 9年度国庫補助事業として計画し、社会教育課が担当 。実施した

泉南市遺跡群の緊急発掘調査事業の報告書である。

2.調査は、泉南市教育委員会社会教育課、仮屋喜一郎・ 岡田直樹・石橋広和・ 岡 一彦・城野博文 。

河田泰之 。大野路彦を担当者として、平成 9年 4月 1日 に着手し、平成10年 3月 31日 に終了した。

3.調査及び整理の実施にあたっては、植田哲也、上田差知代、江尻美代子、大多和恵、岡井和彦、奥

田桂、片木直幸、蒲生徹幸、河村公美子、熊田聖子、蔵田弘幸、沢野高広、島津真理、下尻順子、鈴

木正裕、竹内仲一郎、竹中智子、宮愛、谷本典子、谷本竜太郎、中谷めぐみ、広岡隆憲、福井元気、

藤野渉、松見敬子、松本久実、松本真実、真鍋紀美子、向林智与、村上佳子、村田純一諸君らの協力

を得た。

また、広瀬和雄、向井俊生、三好義三、木立雅朗らの各氏からも有益な助言・協力を得た。記して

感謝の意を表する次第である。

4.本書の執筆は、石橋・岡・城野・河田・大野が行なった。執筆の分担は目次に記した。

5。 現地調査における写真撮影は各担当者が行ない、出土遺物の写真撮影は岡 。河田が行なった。

6.遺物実測は、江尻美代子、真鍋紀美子、大多和恵、河村公美子が行ない、 トレースは、江尻・河村

が行った。図版・挿図作成は、主に岡・河田が行なった。

7。 本書の編集は石橋・ 岡が中心となり行なったが、一部仮屋・岡田が補佐した。

8.調査にあたっては、写真・ スライ ド等を作成した。広く利用されることを望むものである。

9.本調査における出土遺物及び諸記録は、泉南市埋蔵文化財センターにおいて保管している。



凡     例

1.各調査区には、個別の番号をつけている。番号の基本構成は、「遺跡略称 (記号)一年度一通し番

号」である。遺跡の略称は、男里遺跡―ON、 光平寺跡一KII、 戎畑遺跡―EB、 天神ノ森遺跡―TN、

専徳寺遺跡―ST、 幡代遺跡―HT、 岡中遺跡一〇K、 長山遺跡一NG、 上代石塚遺跡―JD、 岡田遺跡―

OKD、 兎田遺跡―US、 新家遺跡―SNである。調査年度をあらわす場合、元号年度は西暦年度に読み

替え、上位 2桁を省略して表現した。

なお本報告書では、報告文は遺跡毎に章だてしているため、基本的に各章中では遺跡名称を省略し

ている。

2.図中の方位は、PL.1・ 2では真北を、各調査区位置図・地形図及びPL,3で は座標北を、各
調査区平面図では磁北をあらわしている。

3.本文および図版中に示したレベル高は、すべてT,P,十 (m)の数値を使用 しているが、T.P.+は省

略している。

4.遺構名称は、アルファベットと任意の数列の組合せで表している。アルファベットは、SB―掘立

柱建物、SD―溝、SK―土坑、SX―性格不明遺構、Pit―柱穴をそれぞれ表す。遺構番号は、 2桁を

原則として、 1桁の数字の場合は、その前に 0を付している。また、調査区毎に、遺構の種類別に通

し番号を付している。

5.土層断面の一部および掘立柱建物等の柱列の断面位置は、平面図中に指示線とアルファベットによっ

て示され、その場所が一致する。

6.遺物実測図版では、断面の表示を便宜上、須恵器―黒塗り、弥生土器・土師器 。陶磁器・土製品―

白抜き、瓦器・瓦質土器― トーン、瓦 (転用品を含む)一斜線のように塗り分けた。

7.出土遺物の番号は、遺跡毎に土器、瓦の区別無しに通し番号を付した。なお、遺物実測図版および

挿図と写真図版では、遺物番号は統一している。また、同一写真図版内で複数の遺跡の遺物が存在す

る場合、番号の前に遺跡の略称を付している。

8.遺物の出土量を表すのに用いたコンテナは、容積約27.5ゼ のものである。
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泉南市遺跡群発掘調査報告書�

第 1章 調査の経過

泉南市は、大阪府南部に位置する。北西は大阪湾に面し、南は和泉山脈で区切られ和歌山県に接し、

北東、南西側は樫井川、男里川の両河川に囲まれている。このため市域は、海岸、沖積地、洪積段丘か

ら山間部に至るまでの様々に変化に富んだ地形を有しているといえる。

従来、市域において遺跡が多く確認されていたのは、主に男里川流域に限られていた。その後、関西

国際空港建設とバブル経済による開発の波によって、一挙に遺跡の発見が相次いだ。特に、樫井川左岸

の洪積段丘面上において多くの成果があった。さらに近年では、両河川地域以外の市域中央部や、遺跡

の存在がほとんど予想できなかった地域においても遺跡が発見される様になっている。今後、関西国際

空港の全体計画の具体化など開発の増加が予想される事象は数多くあり、さらに様々な時代、性格を持っ

た遺跡が発見される可能性があるだろう。

このようなもとで今年度、本市において第 2表のとおりの発掘調査が行なわれた。このうち本書の本

文中において報告する遺跡数は12遺跡で、調査件数は、全部で42件である。

毎年の傾向であるものの、今年度は特に、小規模な調査が数多くの遺跡で行なわれる結果となった。

以下、それぞれの遺跡の調査について経過をみてみたい。

男里遺跡は、今年度は 6件の調査が行なわれ、昨年度未報告分を合わせて 8件を報告している。昨年

度と比較してやや減少したものの、依然として毎年多くの調査が行なわれる遺跡の一つである。今年度

はすべての調査が遺跡の北半分に集中し、現在の男里集落内での調査も日立った。

光平寺跡は、男里遺跡の中に合まれる遺跡である。件数は少ないものの、ほぼ毎年調査が行なわれて

いる。今年度は、昨年度未報告分 1件の調査を報告している。

戎畑遺跡は、全部で16件と今年度最も多くの調査が行なわれた。この調査件数の増加は、平成 7年度

から8年度にかけて大規模な区画整理が行なわれた後の住宅等の建築に起因するものである。また、

97-1区は、遺跡外であったが、試掘調査により遺構 。遺物が確認され、遺跡の拡大が行なわれ調査に
至った。

天神ノ森遺跡も件数は少ないものの、 1、 2年おきに調査が行なわれている。現在、遺跡の大半は神

社地となっているため、いずれも遺跡の縁辺部の調査に限られているが、今年度もこの遺跡の縁辺部で

1件の調査が行なわれた。

専徳寺遺跡は、試掘調査によって新たに周知され、調査が行なわれた遺跡である。現在の博井集落の

ほぼ中心で、付近は宅地となっているためごくわずかな面積の周知にとどまったが、これまで予想だに

しなかった地域での遺跡発見となった。
´
幡代遺跡は、男里遺跡に次ぐ調査件数の多い遺跡であったが、近年は減少傾向にあるといえる。今年

度は 2件の調査が行なわれ、昨年度未報告分と合わせて 3件を報告している。

岡中遺跡は市域南部に位置する遺跡である。今年度は現在の岡中集落のやや南よりの地点において 1
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件の調査が行われた。

長山遺跡は、南北に細長い形をした遺跡である。当該地では数年前から宅地造成や住宅建築があいつ

いでいる。昨年度未報告の 1件の調査を報告している。

上代石塚遺跡は、平成 7年度に大規模店舗建設に伴いかなり大規模な調査が行なわれて以来 2度 目の

調査となった。今年度は、遺跡の縁辺部でかなり小規模な調査が 1件行なわれた。

岡田遺跡は、昨年度から急激に調査件数が増大した。今年度は 6件の調査が行なわれ、昨年度未報告

分と合わせて 7件の調査を報告している。今年度は、現在の岡田集落に最も近い南海本線岡田浦駅付近

の調査が目立った上に、比較的規模の大きなものもあった。

兎田遺跡は、
・遺跡の大半が現在の兎田集落と重なるため、調査はある程度行なわれているにも関わら

ずほとんど全容は知られていない。今年度は、昨年度未報告分の現在の兎田集落の中心部の調査 1件を

報告している。

新家遺跡も、昨年度未報告分の調査である。調査地は、遺跡の縁辺部にあたる現在の新家中村集落の

一部に合まれる地点の調査である。

第 1表 平成 9年度発掘及び試掘調査届出一覧表
平成 9年 12月 31日現在

年 月
発 掘 試 掘 合 計

件 数 面積 (ぽ ) 件  数 面積 (ぽ ) 件 数 面積 (ぜ )

9F=・ 2 3 810.04 3 2,607.96 6 3,418.00

3 2 597.22 5 6,169.79 7 6,767.01

4 2 2,755.48 3 6,207.75 5 8,963.23

5 5 1,765.07 5 7,033.80 10 8,798.87

6 1 527.00 346.98 2 873.98

7 3 1,402,44 9 19,380,02 12 20,782.46

8 20 8,174.76 5 82,023.20 25 90,197.96

9 8 77,067.15 6 29,981.33 14 107,048.48

10 3 374.07 1 1,819.22 4 2,193.29

11 9 1,068.53 2,195,88 10 3,264.41

12 9 1,884.21 4 17,691.35 13 19,525。 56

合 計 65 96,375。 97 43 175,457.28 108 271,833.25
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第 2章 男里遺跡の調査

第1節 既往の調査 (PL.1～ 3)

男里川の右岸に発達した沖積地を中心に拡がる男里遺跡は市域最大の面積を誇ると同時に市域でも最

も早い段階より周知されてきた遺跡である。昭和初期に発見された弥生土器を契機として、それ以降今

日まで多くの地点で調査が実施されている。また近年は遺跡を南北に縦貫する形で道路が新設され、そ

れにともなう事前調査に代表される大規模な発掘調査が増加してきた。このような状況の下、現在まで

に多くのデータが蓄積され、おおむね遺跡の変遷を復元することも可能となってきた。以下に概略を述

べたい。

現在、最古の例としては遺跡の北西部において溝状の落ち込みより縄紋時代晩期の滋賀里Ⅲ～Ⅳ式の

土器がまとまって出上している。また近年では双子下池から北へ20～30mの地点においてピットなどと

ともに突帯紋土器が比較的まとまって出土した。中には線刻を有するものも含まれており、共に遺構に

ともなう資料として注目される。これらのことから考えると当該期の活動の中心は遺跡の北方に求める

ことができよう。

弥生時代では前期の遺物は散見されるものの遺構や遺物が爆発的に増加する中期と比べると内容ははっ

きりとはしない。前代と同様、遺跡の北部にその中心が求められる程度である。つづく中期には遺跡の

南東部に明確な活動の中心が現れる。先述した大規模な道路部分の調査によって十数棟の竪穴住居や掘

立柱建物からなる集落や複数の木棺墓なども確認されており、地域の拠点的な集落であったと考えられ

ている。今後生産域などが発見されれば更に精密な復元が可能となるであろう。しかしこの集落も存続

期間は限られていたようで、後期になると遺構や遺物は見いだされなくなる。男里遺跡から南東方向へ

約 2 kn離れた独立丘陵上に展開され、高地性集落とされる滑瀬遺跡などとの関連が注目される。

近年継続的に実施されている双子下池の晃体改修に伴う調査では多量の庄内式併行期から布留式期の

遺物を含む流路が検出され、周辺に同時期の集落が展開されることが確実となった。

6世紀や 7世紀代には遺跡の北西部を中心に遺構や遺物が見られるようになることから古墳時代を通

じて遺跡の中央から北西方向が活動の範囲と捉えることができよう。双子池西側では奈良時代の掘立柱

建物が検出されており、また先の双子池の調査においてはやや下った飛鳥、奈良時代の流路も同時に検

出されている。昨年度は双子池から東北東へ約200mの地点から飛鳥時代の竪穴住居と掘立柱建物が隣

接して検出された。旧流路をはさんで両岸に集落が展開されていたとも考えられる。

平安時代には遺跡の北東部の比較的広範囲において複数の掘立柱建物や廃棄土坑などが確認されてお

り、活動範囲の拡大が窺える。

平安時代末期から中世にかけては遺構や遺物の分布が遺跡全域へと拡大する。特に生産域の拡大には

目を見張るものがあり、大規模な耕地開発が行われたことが明白である。同時に現在も見られるような

集落の集村化が始まり、生産域と集落との明確な区別化がはかられている。遺跡の西端に光平寺が建立

されるのもこの時期であり、拡大する生産力に支えられた民衆の仏教への帰依の現れと捉えることがで

きよう。

近世から近代には大きな変革は窺えないものの、本報文にもあるように製糖など当時の庶民生活の一

端を知ることができる資料が増加してきている。
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第 2節 97-1区 の調査

1.位置 (PL.3、 第 1図 )

調査地は、府道堺阪南線「男里

川」交差点から北側に約100mの

地点で、現在の男里集落中心部に

あたる。地形分類上には男里川の

氾濫原に立地していると考えられ

る。調査地北側の隣接地では昨年

度調査がおこなわれた96-4区が

位置している。 トレンチは 1カ所

設定した。

牛下
「
FF匡~~~可~~~」翠m

第 1図 男里遺跡97- 1・ 96-19区地形図

2.層位と遺物の出土状況 (PL.4・ 15)

基本層序は、盛土 (約20cn・ I層)を除くと、H層・灰白色砂質シル ト (約 5～ 20cm)、 Ⅲ層・褐色

砂質シル ト (約20om)、 Ⅳ層・灰褐色シル ト (約 10c■ )、 V層・茶褐色粘質土 (約10ca)、 Ⅵ層・黒褐色

粘土 (約40cn)Ⅶ層・褐色粘質シル ト (約20c■ )とつづき地山である褐色砂礫に至った。遺物はⅣ層よ

り瓦器や瓦の小片が、Ⅵ層より庄内式併行期の遺物が出上している。

3. 遺宥奪 (PL. 4・ 15)

Ⅶ層上面で暗黒褐色粘質上の埋上をもつ溝 (S D01)を検出した。 S D01は トレンチの大半が撹乱に

よって削平をうけているため、平面では東西方向の肩を確認したのみである。断面から判断すると幅約

lm、 深さ32cnを測り、断面は皿状を呈している。また、96-4区の調査で検出された遺構とほぼ同レ
ベルで確認されたことや、埋上の状況から、その遺構と一連のものの可能性がある。埋土からは庄内式

併行期の遺物が出上しており、調査区周辺に当該期の集落の存在が推測される。

4.遺物 (PL.33、 第 2図 )
Ⅵ層とS D01か ら合わせてコンテナ約 1箱の庄内式併行期を中心とする遺物が出上しているが、いず

れも小片が多くまた、摩耗も激しい。

1～ 3は高杯の脚部である。 1の柱状部は裾部から上部にかけて緩やかに立ち上がり、杯部との接合

は粘土円板充填技法である。外面はヘラミガキが施されており、内面には絞り目がみられる。残存器高

は6.5cnで ある。 2は中実の柱状部を持ち、裾部から上部にかけてほぼ垂直に立ち上がる。調整方法は

摩耗のために不明である。残存器高は約5。 4c■である。 3の柱状部は裾部から上部にかけてほぼ垂直に

立ち上がる。外面にはヘラミガキが施されている。残存器高は4.l caである。

4・ 5は甕の底部である。 4は平底を呈し、外面にタタキが施されている。復元底径は8。 2cmである。

5は中央に凹みを有している。調整方法は摩耗のために不明である。復元底径は4.5cnで ある。
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第 3節 97-2区の調査

1.位置 (PL。 3、 第 3図 )

調査区は男里遺跡の北西部、現在

の男里集落の北端付近に位置する。

周辺の調査例では北東約50mの地点

において、蛉壺などの中世の所産と

なる遺物が出土しているほか、調査

区の南側では室町期の上坑墓などが

確認されている。地形分類上では男

里川の自然堤防上に立地している。

トレンチは 1カ所設定した。

＼ 堂

20

1～ 5 97-1区出± 9～ 15 97-4区 出土
16～23 96■ 7区出土.24 96■ 8区出上

第 2図 男里遺跡97-1・ 4、 96-17・ 18区出土の遺物
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第 3図 男里遺跡97-2区地形図
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2.層位と遺物の出土状況 (PL.4・ 15)

約20cnの表土を除去すると、 トレンチ南側に明黄褐色土が一部認められ、続いて褐色砂礫層が露呈す
る。当層上面において落ち込み (S X01)を検出した。また落ち込みの埋土から近世の瓦片や土師質土

器が多量に出上した。

3. 遺宥孝 (PL. 4・ 15)

S X01は トレンチの南から北にむかって緩やかに落ちる肩をもち、深さ約50caを測る。埋土は礫を多

量に含んだ暗灰色土である。当遺構の性格であるが、表土直下で確認されたことや、出土した遺物が破

片が大部分を占めることなどから1世代前の建物解体に伴う廃棄用として掘削された可能性が考えられ

る。

4.遺物 (PL。 33、 第 4図 )
S X01から土師質土器 (6～ 8)

や瓦片が出上した。

8は復元日径36.6cn、 器高31 cn、

底径10cnを測る。底部から上外方に

直線的にのびる体部をもち、日縁端

部は丸くおさめる。底部には径約10

cm、 体部の底部際から中央にむかっ

て径 5 Hunの孔を穿つ。内外面ともに

橙色を呈し、胎土は l lm程度の砂粒

を含む。

その他、日縁部が肥厚するもの

(6)、 肥厚 しやや垂下するもの

(7)がある。これらの土器は、市

内では幡代遺跡で出上しており、そ

の用途として、製糖の際に用いられ

た瓦漏と考えられる。時期的には18

世紀後半から19世紀前半の所産であ

ろう。

第 4節 97-3区の調査

Cm

第 4図 男里遺跡97-2区出上の上器

1.位置 (PL.3、 第 5図 )

今回の調査地は男里遺跡の北端部、現在の男里集落からやや北にはずれた地点に位置する。当地は周

辺の過去の調査から旧河道と推測される地点に相当する。 トレンチは 1カ所設定した。
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2.層位と遺物の出土状況     ⅢⅢ
(PL。  4・ 16)

層位は第 1層・表土 (層厚10Cn)、    1

第 2層 。暗黄褐色土 (層厚 5 cn)、

第 3層・淡灰色土 (層厚100■ )、 第

4層・暗灰色土 (層厚100m)、 第 5

5i「二盪と:明

黄褐色土 (礫混・
 /〆

3. 遺看尊 (PL. 4・ 16)

地山面において落ち込み (S X01)≪

を 1カ所検出した。 トレンチ外に拡 第 5図 男里遺跡97-3区地形図

がるためその全形は知り得ない。深さ 5 caを測り、埋土は暗灰色上で瓦器や土師器の細片が出上してい

る。昨年度、今回の調査地の南東約50mの地点でおこなった調査では、今回の調査と似通った遺構面が

確認されており、中世の時期に耕作地として利用されていたことが判明している。

今回の調査では当該期の開発範囲が遺跡の北端部にも拡がることが確認できた。

第 5節 97-4区 の調査

1.位置 (PL.3、 第 6図 )

調査地は遺跡の中央部にあり、男

里遺跡の中心とされる双子下池の北

西コーナーより約20m北西の地点で

ある。周辺での調査例は多く、特に

双子下池では堤体改修に伴い平成 7

年度より継続して発掘調査が実施さ

れており、古代を中心とした複数時

期の流路の実態が明らかになるなど、

多くの成果が挙げられている。

地形的には氾濫原及び谷底低地に

立地しているものと考えられている。 トレンチは 1カ所設定 した。

2.層位と遺物の出土状況 (PL.4016)

調査によって確認された層位は全部で15層あり、各々おおむね水平な堆積をみせている。また第 2層

～第12層 までの各層は層厚10～ 20cm程の厚さで堆積している。第13層以下では上位の各層とはかなり様

相が異なり、特に第13層については唯一約40cnの層厚を測る。

約 lmの盛土を除去すると、一部に第 2層 。現代の耕作上があり、床土層である第 3層・灰色混じり

第 6図 男里遺跡97-4区地形図
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橙褐色シル トが全面に拡がる。以下には第 4層・橙色混じり灰褐色土と第 5層・灰褐色上の 2層をはさ

んで、旧耕作土である第 6層・淡灰褐色土および第 6層に伴う床土層である第 7層・橙色混じり淡灰褐

色土および第 8層・淡灰褐色混じり橙褐色上の 2層が認められる。続いて第 9層・淡灰白色混じり明橙

色シル ト、第10層・暗黄褐色混じり灰褐色粘土の 2層があり、旧耕作上である第■層・暗灰褐色粘土と

床上である第12層・暗橙色混じり暗灰褐色粘土がある。以上の各層については出土遺物がなく、時期的

には判然としないが既往の調査より第■層については中世の耕作面である可能性が高く、以降の土地利

用には大きな変化はなかったようである。

続いて厚さ約 5 cnの第13層・暗褐色粘土をはさんで第14層・淡黒褐色粘上があり第15層・淡黒灰褐色

砂質土へといたる。これらの各層は先述したように上位の層とは様相が異なっている。特に第15層が砂

層でかつ、非常に多くの湧水があることからも第13層以下については双子池より北側に伸びると考えら

れている旧流路の一部である可能性が高いものと思われる。当調査区では流路の肩部は確認されておら

ず、その規模は明らかではないが、埋上の状況からかなり大規模な流路であると考えられる。

調査では第■層以下の各層について精査を行ったが明確な遺構は確認されなかった。また第14層、第

15層からは多くの遺物が出上した。

3.遺物 (PL.34、 第 2図 )

以下に図示した遺物はすべて第14・ 15層より出土したものである。出土した遺物は土師器を中心とす

るが、須恵器などもわずかに合まれている。

9は甕の底部である。復元底径4.2caを 測る。焼成は良好であるが、胎上には多量のクサリレキを含

む。内外面ともに摩滅が激しく、調整等は不明である。橙色を呈し、一部に黒斑が認められる。10は須

恵器杯の底部である。底径6.6o■ を測る。底部はヘラ切り後、粗いナデによって仕上げている。また内

外面ともにヨコナデを施す。また、外面には自然釉がかかる。焼成は良好で、灰白色を呈する。

■～15は土師器である。■ 012は皿である。■は復元日径20.l cnを測り、やや外反する日縁を持つも

のである。全体に摩滅が激しく細部の調整は判別できないが、内外面ともにヨヨナデが施される。焼成

は良好で、胎土にはわずかにクサリレキを含む。外面は橙色を呈し、内面は灰白色を呈する。12は外反

する日縁部を持つ。全体に摩滅が著しいが、内外面ともにヨヨナデが施される。焼成は良好であり、胎

土にはクサリレキの他、径 l Hunの 白色砂粒を合む。13は薄手の製品で製塩土器と考えられる。体部から

緩やかに立ち上がる日縁を持ち、日縁端部は外傾する平坦面に仕上げられ、端部内面は突起する。復元

日径■ .4cnを測る。全体に摩滅が激しい。内外面ともにナデが施される。焼成は良好であり、胎土は粗

く径0.5～ l lulの砂粒やクサリレキを多く合む。淡赤橙色の製品である。

14は甕である。復元日径は28.6cnを測る。全体に摩滅が著しいが内外面ともにナデが施され、体部内

外面、日縁内面には部分的にハケロが残る。日縁端部は平坦に仕上げられ、肩部にはゆるい稜線が走る。

焼成は良好で胎土には径0,l lull以 下の白色砂粒を多量に合み、わずかにクサリレキも含まれる。褐灰色

の製品。15は壷である。丸みを帯びた体部に緩やかに外反しながら開く日縁部を持ち、日縁端部は丸く

収められている。復元日径は30,2cnを測る。全体に摩滅が激しいが、体部の一部にハケロが残る。焼成

は良好で、胎土には多くのクサリレキを含む。赤褐色の製品である。
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第 6節 97-5区 の調査

1.位置 (PL.3、 第 7図 )

調査地は遺跡の中央部やや北より

に位置し、府道堺阪南線に南接し、

「双子池北」交差点より東側に約

100m進んだ地点である。周辺では

平成 4年度に府道樽井男里線建設に

伴う大規模な発掘調査が財団法人大

阪府埋蔵文化財協会によって実施さ

れ、中世から近世にわたる複数の耕

作面などが確認されている。地形的

には氾濫原及び谷底低地に立地して
第 7図 男里遺跡97-5区地形図

いるものと考えられている。 トレンチは 1カ所設定した。

2.層位と遺物の出土状況 (PL.4・ 16)

厚さ約70cnの盛上を除去すると現代の耕作上である灰色シル ト (約15cn)および赤褐色混じり灰褐色

土 (現代の床土・ 約 5 ca)が認められる。つづいて暗灰黄褐色土 (約 15ca)と 赤褐色混じり灰褐色土

(約 5 cn)が水平に堆積しており、これらは旧耕作土および床土層と捉えることができる。さらにその

下には暗灰褐色土 (約15cm)があり、さらに古い時期の耕作土と捉えることができるものである。その

下には暗褐色粘土 (約25cn)が認められるが、この層は男里川の旧河道とされる双子池の北側を中心に

広範囲に分布していることが確認されているものである。暗褐色粘上の直下には部分的に地山である暗

黄褐色粘土が見える部分もあるが トレンチの東半には暗褐色混じり暗黄褐色土 (約10cm)がある。これ

は上層の暗褐色粘上の浸透作用によって部分的に変質した地山層であろうと捉えられるもので、本質的

には地山と変わらないものと思われる。確認された地山面はおおむね平坦で標高は8,40mを測る。

以上、現代を含めて異なる3時期の耕作面が確認されたが、いずれの面においても顕著な遺構は確認

されず、地割りの方向などを確認することはできなかった。また遺物の出土も希薄であり、わずかに暗

灰褐色上の下位より上師器が出土したが、いずれも細片であり詳細を明らかにできるものではなかった。

第 7節 96-17区 の調査

1.位置 (PL.3、 第 8図 )

調査区は、府道堺阪南線と府道金熊寺男里線が交差する「双子池北」交差点から南西に約80mの地点

に位置する。地形的には、男里川の沖積段丘面上に立地するものと考えられる。周辺は、近年かなりの

調査が行なわれている。特に、南西約30mの95-2区における調査では、遺跡北部から東部に広く分布

する黒褐色粘性シル ト層の上面で平安時代の掘立柱建物を確認しており、本調査区にも当該期の集落の

拡がりが期待された。

ヽ

、

ヽ

ヽ
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2.層位と遺物の出土状況

(PL. 5。 17)

80～ 150cnの 盛土を除去すると、

現代の滋味土 (黒灰色シル ト)が約

15o■、また部分的であるが現代の床

土 (橙色シル ト)が認められた。こ

れらの下層には旧耕作土と考えられ

るにぶい黄褐色砂質シル ト (約10cn)、

灰褐色砂質シル ト (約 10o■ )、 にぶ

い黄褐色粘性シル ト (約10cm)など

が確認され、暗黄褐色粘性シル トの

地山に至るも遺構は、すべて暗黄褐

川

『

４

１

＼
谷
鬱
″
乏

件
「
向¬¬一―__下~~~ど翠m

＼Ⅲく宅

第 8図 男里遺跡96-17区地形図
色粘性シル ト層の上面で検出された。また トレンチの西側部分には、にぶい黄褐色粘性シル ト層の下層

にさらにもう一層の旧耕作土 (灰褐色粘性シル ト・約10c■ )が存在した。

一方、 トレンチの南端の一部で、暗黄褐色粘性シル ト層の上層に黒褐色粘性シル ト層が約20cn認めら
れた。断面の観察からこの黒褐色粘性シル ト層は急激に落ち込み、暗黄褐色粘性シル トの上面まで削り

込まれており、この後に旧耕作上が堆積している。このことから本調査区においては、旧耕作土層の形

成以前に黒褐色粘性シル ト層の大規模な削平が確認できるだろう。

遺物は、旧耕作土層から瓦器、中世の上師器、青磁、白磁などの他に、黒色土器片もわずかながら出

上しており、当該期の遺構は検出されなかったものの、かつては95-2区で検出された集落が及んでい

た可能性もある。

3.遺構 (PL.5。 17)

遺構は、溝やピットなどが検出された。

S D01は 、調査区の中央南西よりを北東から南西に縦断する溝である。検出長約15m、 幅10～ 50o■ 、

深さ5～26cmを測り、断面は緩やかな逆台形を呈する。埋土は上層は灰黄褐色の粘性シル ト、下層は砂

質シル トである。遺物は瓦器片、中世の土師器片などが少量出土している。

一方、 S D01北東側に平行して全長 8～ 10m、 幅50cn前後の溝が数条検出されている。埋土は灰褐色

砂質シル トまたはにぶい褐色砂質シル トで、断面はいずれも緩やかな凹面形を呈し、いずれも鋤溝と考

えられる。また、 トレンチ北部ではこれらの鋤溝の間に全長0.5～ 1.8m、 幅10～ 30cm、 深さ 5 cn前後の
小規模な鋤溝も検出されている。遺物は、瓦器片や中世の上師器片が出上しているが、図化できたのは

S D02から出土したもの (16・ 17)だけである。

ピットは、南西部でいくつか検出されている。いずれも径20cn前後の円形または楕円形を呈し、深さ

は10ca前後と浅いものばかりである。いずれも掘立柱建物としては確認することができなかった。遺物

は出上しなかった。

この他、 トレンチ南部に鋤溝に切られる形で径約30～50om、 深さ約50o■前後の不整形の上坑が数基検
出されている。埋土はいずれも褐灰色シル トで、下層は灰色の粗砂となる。いずれも遺構の内部は凹凸
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が著しく柱穴とは考えられず、植物痕である可能性が高い。遺物は、瓦器片や中世の上師器片が出土し

ているが、図化できたのはS X01か ら出土したもの (18)だけである。

4.遺物 (PL,34、 第 2図 )

16・ 17は、S D02か ら出上した瓦器椀である。

16は、「ハ」の字にやや大きく開く日縁部でヨコナデによって仕上げられ、日縁端部にはわずかに
へ

ラミガキが認められる。17は、底部である。かなりしっかりとした高台部分を持ち、断面は逆合形を呈

している。

18は、S X01か ら出上した上師器の皿である。平らな底部から日縁部に向かってやや屈曲する。日縁

部はヨヨナデによって仕上げられる。雲母をわずかに合み褐色を呈する。

19～ 23は旧耕作土からの出上である。

19は、黒色土器の底部である。全体に摩滅が著しいが、内面だけが黒色化するA類である。ほぼまっ

すぐに立ち上がる高合で先端部はやや尖り気味である。

20は、瓦器椀である。「ハ」の字に開く日縁部で、ヨヨナデによって仕上げられる。外面にはわずか

にヘラミガキが施される。

21は、青磁椀である。ヘラ状の工具によって蓮弁文が描かれる。釉は緑灰色を呈する。

22・ 23は、紀州系の上師器の甕である。221ま幅の狭い日縁部で、体部から強く外側へ屈曲するものと

考えられる。端部は大きく上方につまみあげられ、外面は平端をなしている。23は幅の広い日縁部で、

22よ りはやや緩やかに立ち上がる、端部はわずかにつまみあげられている。いずれも砂粒を多く合み、

赤褐色を呈する。

第 8節 96-18区 の調査

1.位置 (PL.3、 第 9図 )

調査区は、遺跡の中央部北縁に位

置し、地形分類上には男里川によっ

て形成された氾濫原上に立地してい

る。隣接地の調査では明確な遺構は

検出されていないが、多くの弥生土

器が出土している。

2.層位と遺物の出土状況

(PL。  4・ 18) 第 9図 男里遺跡96-18区地形図
基本層序は、滋味上を除くと、約

30cnにわたり、にぶい茶褐色シル ト、にぶい灰褐色シル トなどの旧耕作上がほぼ水平に堆積しており、

その直下に床土層であるにぶい黄褐色シル ト (約10Cn)、 灰色粘土 (約35ca)と っづき地山である茶褐

色礫混じリシル トに至る。遺物はにぶい黄褐色シル ト層で瓦器皿の小片 (24)が出上した。

昨 … _嘲m＼
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3. 遺看尊 (PL. 4・ 18)

地山上面で落ち込み状の遺構 (S X01)を検出した。

S X01は トレンチの東端から約 4mの地点で検出された。埋土は上層から黄褐色粘質シル ト (約10cn)、

褐色粘質シル ト (約 10ca)、 淡い褐色粘質シル ト (約10oa)黒褐色粘質土 (約 10cn)、 灰褐色粘土 (約10

C■ )がほぼ水平に堆積する。遺物は黄褐色粘質シル トより上師器、褐色粘質シル トと青灰色粘土層で弥

生土器の小片が出土 しているが図化はできなかった。この遺構の性格は、周辺の地形が調査区の西側に

おいて約 lmほ ど低 くなっていることや、90-12区の調査において、この遺構の埋土と同様な地層がか

なりの厚さで確認されていることなどから、自然地形の一部と考えられる。

4.遺物 (第 2図 )

図化できた遺物は瓦器皿 (24)1点のみである。日縁部にヨヨナデを施 し、日縁端部は丸くおさめる。

全体の色調は灰白色を呈 している。復元口径は■ .6cmを測る。

第 9節 96-19区 の調査

1.位置 (PL.3、 第 1図 )

調査区は府道堺阪南線「男里川」交差点から北東に約50mほ ど入った地点で、現在の男里集落の中央

部にあたる。地形分類上では男里川によって形成された氾濫原にあたると考えられる。 トレンチは 1カ

所設定 した。

2.層位と遺物の出土状況 (PL.4018)

層位は約30caの盛土を除くと、構造物の基礎が露呈 し、その直下に I層・ 旧盛土が約30cnほ ど認めら

れ、 H層 。灰色粘質土 (約20cn)、 Ⅲ層・ 灰色混 じり褐色シル ト (約 lm)、 Ⅳ層・ 褐色砂層 (地山)と

つづ く。遺構・ 遺物は認められなかった。

註 ① 泉南市教育委員会「男里遺跡・ H」 『泉南市文化財年報血 1』 (1995)
② 泉南市教育委員会「男里遺跡95-1区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書�』 (1996)
泉南市教育委員会「男里遺跡96-6・ 7区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書XlllJ(1996)
③ 1994年度 (財)大阪府埋蔵文化財協会、1995年度 (財)大阪府文化財調査研究センターの調査による。
④ 泉南市史編纂委員会「第2章 古代の泉南」『泉南市史一通史編―』 (1987)
⑤ 大阪府教育委員会『男里遺跡発掘調査概要・ I』 (1997)
大阪府教育委員会『男里遺跡発掘調査概要・ H』 (1997)
⑥ 泉南市教育委員会『男里遺跡発掘調査報告書』 (1987)
⑦ ⑤と同じ。

③ 泉南市教育委員会「男里遺跡96-1区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書�』 (1997)
⑨  (財)大阪府埋蔵文化財協会『男里遺跡』 (1998)
⑩ 泉南市教育委員会「男里遺跡90-1区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書V』 (1988)
⑪ 泉南市教育委員会「男里遺跡第1区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書V』 (1988)
⑫ 泉南市教育委員会「幡代遺跡」『泉南市文化財年報hl』 (1995)
⑬ 泉南市教育委員会「男里遺跡96-8区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書lEV』 (1997)
⑭ ⑤と同じ。

⑮ ⑨と同じ。

⑩ 泉南市教育委員会「男里遺跡95-2区の調査」『泉南市追跡群発掘調査報告書�』 (1996)
⑫ 泉南市教育委員会「男里遺跡90-12区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書Ⅸ』 (1992)
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第 3章 光平寺跡の調査

第1節 既往の調査 (PL.1～ 3)

市域の西部を流れる金熊寺川は、その下流で阪南市の東部を流れる菟砥川と合流し川幅を拡げる。こ

こから河川の名称がかわり、大阪湾までの約 2 knの範囲が男里川と呼ばれている。光平寺跡はちょうど

この河川合流地点の右岸に位置し、地形的分類上ではこれらが形成した自然堤防上に立地している。現

在の光平寺境内には、大阪府の重要有形文化財に指定されている正平24(1369)年 の銘をもつ石製五輪

塔が所在している。

当遺跡の調査は、1977年に大阪府教育委員会がおこなったものがあり、この調査では平安時代後期を

中心とする瓦群が検出されている。特にこの瓦群より出土した仏像紋軒丸瓦は府下最南端の出土例とし

て注目される。当該期は泉南市域で寺院が急増する時期にあたり、光平寺跡もそのひとつであると考え

られるが、遺跡の範囲が長径約250m、 短径約2∞mと絶対面積が小さいためか、調査がさほどおこなわ

れていなかった。

しかし、数少ない調査でも、中世を中心とした遺構が検出されており、特に、94年度には中世以降の

火災に伴う整地層や中世の瓦や焼土塊を多量に合む土坑が確認されている。このように光平寺跡ではわ

ずかではあるが、その内容が明らかになりつつある。

第 2節 96-1区 の調査

1.位置 (PL.3、 第10図 )

調査区は現在の光平寺の西側約30

m、 府道堺阪南線に面した場所に位

置している。地形分類上、自然堤防

上に立地している。 トレンチは 1カ

所設定した。

2.層位と遺物の出土状況

(PL。 10018)

約60o■ の盛土 (I層)を除くと、

H層・黒色粘質シル ト (約20cn)、 m層・黒灰色粘質シル ト (約10cn)、 Ⅳ層・茶褐色粘質シル ト (約 10

ca)、 V層・茶褐色礫混じリシル ト (地山)とつづいた。

各層上面で遺構検出を行ったが遺構の検出にはいたらなかった。また、遺物はⅢ層より瓦質土器、土

師質土器の小片が出土しているが、図化し得るものではなかった。

泉南市史編纂委員会「考古・古代 第 2章 古代の泉南」『泉南市史一通史編―』 (1987)
泉南市教育委員会「光平寺跡93-1区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書�』 (1994)

泉南市教育委員会「光平寺跡94-1・ 2区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書�』 (1995)

①

②

③

註

贄酬 罹特市―市
~抑

導 下――r―‐3武 ヾ… >ユム

光平寺跡96-1区地形図
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第 4章 戎畑遺跡の調査

第 1節 既往の調査 (PL。 1・ 2、 第11図 )

戎畑遺跡は市域の西端を流れる男里サ||の右岸にあり、男里遺跡の北方約100mに位置している。その

範囲は長軸を北西方向に向けた楕円形を呈しており、長軸約300m、 短軸約200mを測るものである。現

行の行政区画では遺跡の大半が樽井に属しているが、一部男里に属している部分もある。地形分類上は

ほとんどが氾濫原および谷底低地に合まれており、また一部が丘陵裾部より舌状に伸びる沖積段丘や旧

河道上に立地しているものと考えられている。

戎畑遺跡は平成元年に分布調査によって発見され、中世を中心とする遺物散布地として周知された遺

跡である。しかし大半が耕作地であったこともありそれ以降顕著な調査は実施されておらず、その具体

的な内容は不明と言わざるを得なかった。ところが近年、遺跡の南半部において総面積 2 ha以上にも

およぶ土地区画整理の計画が持ち上がり、本市教育委員会では平成 6年度より対象地全域において試掘

調査を実施し、続く平成 7年度より8年度にかけてその一部について発掘調査 (95-1区)をおこない、

遺跡の内容究明に大きな成果をおさめることができた。以下、その結果を中心に述べていきたい。

戎畑遺跡では現在のところ平安時代以前の明確な遺構や遺物は確認されておらず、古代以前の人類の

活動は希薄であったようである。ところが平安時代の半ば以降には遺跡の西部において南南西から北北

西方向に一直線に伸びる大溝が現われ、大規模な潅漑用水路であると考えられている。周辺では同時期

の顕著な遺構は確認されなかったが、本報文にも掲載されているとおり、主幹水路に取りつく支流と捉

州

『

４

１

第11図 戎畑遺跡 。天神ノ森遺跡・専徳寺遺跡調査区位置図
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えられる溝 (97-1区)が確認されていることからも、周辺の段丘開発の開始時期をこの時期に求める

ことができよう。また大溝の南端より約200m南側の男里遺跡の調査では10世紀後半に属する複数の掘

立柱建物が確認されている。

やや下って12世紀以降には遺跡の南部を中心として多くの掘立柱建物群や土坑墓群が形成されている。

掘立柱建物には小規模なものが多いが、桁行が 5間や 6間になるものもある。また上坑墓には瓦器椀な

どを伴うもののほか、和鏡や灰釉陶器が出土するものもあり、集落内での身分差を示すものと考えられ

る。また埋葬に関する遺構として泉州地域では 2例 目となる特殊な構造を持つ火葬施設も確認されてお

り注目される。これらの集落に関係する遺構はおおむね12世紀後半から15世紀代に属しており、その期

間はほぼ継続して人々が活動していたものと考えられる。

そのほか特筆される成果として、20基にもおよぶ真哺壺の焼成坑や窯が確認されたことが挙げられよ

う。そのほとんどが「野焼き」用の施設と捉えられるものであるが、中にはいわゆる
ロス トルを有する

タイプのものも含まれており、蛤壷の焼成といえども、その焼成技術には多様な内容があったことを物

語る貴重な資料である。

また昨年度の報告にあるように戎畑遺跡の南東約400mに所在する樽井南遺跡においても戎畑遺跡と

同様の上器焼成坑が確認されていることや、遺跡の西縁を通る府道博井男里線に伴う試掘調査でも焼土

坑などが報告されていることから、同様の生産体系は周囲にも拡がりを見せるものであったと考えられ、

蛤壷生産や漁業を生業としていた集落の実態が明らかに成りつつある。

以上、戎畑遺跡においては実に多くの情報が得られることとなったが、今後は各時期の集落の消長や

それぞれの範囲の確定、また集落における大量の真蛤壷の生産方法の復元、帰属先の究明などが課題と

なろう。

第 2節 97-1区 の調査

1.位置 (第■・ 12図 )

調査区は95-1区から府道泉佐野

岩出線をはさんだ西側に位置してい

る。当調査区周辺は遺跡外であった

が、試掘調査をおこなった結果、遺

構 。遺物が確認されたことによって、

遺跡の範囲が拡大され、本調査がお

こなわれることとなった。調査地の

現況は休耕田となっており、周辺は

海岸線にむかって北西方向に緩やか

にレベルを下げている。 トレンチは2

/                        m

●  1:/ツ
戎畑遺跡97-1区地形図

トレンチ

第12図

力所を設定した。

2.層位と遺物の出土状況 (PL.6・ 19)

第 1ト レンチの層序は第 1層・耕作土 (約 100■ )、 第 2層
。明黄褐色土 (約 10cn)、 第 3層・褐色土
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(約10cm)、 第 4層・暗黄褐色土 (約 5 cm)、 第 5層・ 明褐色土 (約 5 ca)、 第 6層・ 明黄褐色混じり黒

褐色土 (約20ca)、 第 7層 。黒褐色混じり黄褐色土 (約20cn)、 第 8層が黒褐色混じり暗黄褐色土の地山

である。第 5層から少量の上師質土器の細片が出上している。

第 2ト レンチの層序は第 1層・耕作土 (約10ca)、 第 2層 。暗黄褐色土 (約20cm)、 第 3層 。暗褐色土

(約 5 cm)、 第 4層・灰色混じり黒褐色粘質土 (約30cn)、 第 5層が黒褐色粘質土 (約 20o■ )、 第 6層が

拳大～親指大の礫混じり暗黄褐色土の地山である。各層からの遺物の出土はなかった。

3. 遺宥奪 (PL. 6・ 19)

第 1ト レンチでは第 6層上面で東西方向に延びる溝 2条 (S D01・ 02)と ピット1基を検出した。 S

/  D01は幅約60cm、 深さ約50c■、 S D02は幅約70cn、 深さ約10cnを測り、埋土はそれぞれ黒褐色粘質土で、
S D02では拳大程度の礫を含んでいる。遺物の出土はない。

第 2ト レンチでは第 4層上面で掘立柱建物 (S B01)が 1棟と溝 1条 (S D03)、 その他土坑などを

確認した。

S B01の柱間は東西方向1.3m、 南北方向1.8mを測り、柱筋はほぼ北を示す。各ピットの平面は円形

を呈し、径約30cn、 深さ10～ 15cnを測る。埋土は黒褐色粘質上である。

S D03は東西方向に延び、幅約 lm、 深さ50cmを測る。断面はU字状を呈し、埋土は黒褐色粘質上で

ある。遺物の出土はない。

各遺構の形成時期は、遺物の出土が認められないため不明な点が多いが、 S D01～03は95-1区の調
査において検出された大溝を本流とした潅漑用水路の支流の一部である可能性が考えられる。

第 3節 97-2区 の調査

1.位置 (第■ 013図 )

調査区は遺跡のほぼ中央部に位置し、今年度の調査では北西約15mに97-9区、北約10mに97-10区
が位置している。 トレンチは 1カ所設定した。

2.層位と遺物の出土状況 (PL.7・ 19)

層位は約1.2mの盛上の下に、第 2層・暗褐色ブロック混じり灰色土が約10cm、 第 3層・ 黒褐色粘質

上が約30on堆積 し、第 4層の暗黄褐色粘質上の地山へ至る。地山面の標高は7。 3m前後である。遺構・

遺物は全く確認できなかった。

第 4節 97-3区 の調査

1.位置 (第■・ 13図 )

調査区は遺跡の東部にあり、土地区画整理事業によって整備された南北道路の東側に面している。な

お97-3～ 6区まではそれぞれ南北に隣接 している。土地区画整理に伴う発掘調査のうち、今回の調査
区に隣接する部分では中世を中心とする多くの遺構が確認されており、掘立柱建物のほか複数の上坑墓、
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また真哺壷を焼成したと考えられる土坑などが確認されている。

地形的には先の調査により沖積段丘面上に立地しているものと考えられる。 トレンチは 1カ所設定し

た。

2.層位と遺物の出土状況 (PL.7・ 20)

調査区全体に約60cnの厚さで施された盛上を除去すると、調査区の北側では現代の床上である暗橙色

混じり淡灰褐色土 (約10Ca)があるが、それ以外の部分では旧耕作上である暗褐色混じり淡灰褐色砂質

土 (約30cn)が拡がっており、基本的に現代の耕作土およびそれに伴う床土は除去されている。旧耕作

上の下には暗黒褐色粘質土 (約20～40ca)が堆積しているが、その上面は耕作に伴う撹乱が著しく、旧

耕作土や撹乱層と考えられる淡灰黄褐色混じり暗褐色土などによる凹凸が非常に多く見られる。

暗黒褐色粘質上の直下には基本的に地山である暗黄褐色上が拡がるが、部分的には地山との間
に暗灰

黄褐色土や暗黄褐色混じり暗褐色上が存在する箇所もある。これらの層は地山層の変質に
よるものと捉

えられ、本質的には地山と同等であると考えても差し支えは無いだろう。

これらのうち、地山面において遺構が確認された。地山面の標高は6.4mを測る。

第13図 戎畑遺跡97-2～ 16区地形図
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3. 遺構 (PL. 7・ 20)

確認された遺構は、土器焼成坑 2基 (S K01002)、 溝 1条 (S D01)の ほか、多 くの小穴や植物痕

などである。

S K01は トレンチの東部において確認されたもので、一部が トレンチハヘと伸びる。ここでは遺構確

認面がほとんどそのまま土坑の床面となっており、赤く酸化していることによってようやく判別された

ものである。上層から切りこまれている可能性が高いが、断面観察では一様な推積状況を示しており断

定できない。このため土坑の側壁の立ち上がりなどはほとんど分からないが、確認時の酸化範囲が直径

約2.4mの いびつな円形を呈し、その規模は既往の調査によって確認されている例と比較しても通有の

サイズと考えられることから、土器焼成坑と考えるにいたったものである。また部分的に残る覆土は上

層の暗黒褐色砂質上であるが、その中から床面から数センチ浮いた形で土師質の真蛤壷が出上している

ので、ここでは真蛤壷を焼成していた可能性が非常に高い。床面は多くの小穴や植物痕などによって少

し破壊されているが、それ以外の部分については一様に酸化し、赤化している。また床面の断ち割りに

よると、赤化している床面の厚さは確認面より5 cm程の厚さで、また床面は地山が直接酸化変色してお

り、粘土などを張った痕跡はみられなかった。

S K02は トレンチの南西隅部において一部が確認されたため、 トレンチを拡張して全体を確認したも
のである。平面形状は長軸を南北に向けたいびつな円形を呈し、長径2.lm、 短径1.8m、 上面からの深

さ10～ 15cnを測る。断面形状は浅い椀形を呈し、埋土は基本的には上下 2層に分けられる。上層は黄褐

色粒を多く合む暗褐色粘質上で、下層は暗褐色混じり暗灰褐色砂質上である。

S K02では遺構検出時より上坑の周縁が部分的に赤く酸化しており、またその内側に幅数センチにわ

たって木炭が認められる箇所もあった。また覆土内や、床面直上または木炭の上にスサを合んだ粘土塊

が少なからず含まれていた。粘土塊は非常にもろく軟弱な焼成ではあったが、施設の一部を構成してい

た窯体であるとも考えられる。ただしすべてが内部に落ち込んだ状態での確認であったため、具体的な

構造の復元は困難であるといわざるを得ない。

ここで戎畑遺跡の既往の調査に目を向けると、確認された土器焼成坑のほとんどは素掘りの上坑であっ

て、覆土にも今回のように窯体と思われるものを含むものは確認されていない。このことからもS K02

の構造は非常に興味深いものがある。

床面の状況は土坑の中心から外側に向かって斑点状に赤く酸化した部分が認められるが、 S K01の よ

うに床一面が一様に赤化するという状況ではない。また酸化範囲とほぼ重なるように木炭が確認された。

また土坑は地山面をそのまま床面としており、床面の中心から少し西寄りには径15caほ どの自然石が 2

つ置かれていた。これらの石は火中して赤黒く焼けており、焼き合や窯道具として用いられたものかも

しれない。

遺物の出土量は多くないが、覆土より黒色土器が比較的まとまって出上している。それに対して真蛤

壷は 1点も出土しておらず、真蛤壷の焼成を肯定する資料には乏しいものであった。

土器焼成坑以外の遺構ではほぼ東西方向に伸びる溝 (S D01)が確認された。 S D01は 両端が トレン

チ外に伸びるため全長は不明であるが検出長5,2m、 幅40cn、 深さ10～15cnを測る。覆土は 1層で暗褐

色粘質上であり、遺物は出上しなかった。溝は S K01お よび S K02に それぞれ切られており、特にSK
02の範囲においてはその痕跡すら残っていなかった。
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その他、植物痕と考えられる不定形の上坑や上層からの杭穴と考えられる多くの小穴が確認された。

4.遺物 (PL。 35、 第14図 )

S K02から比較的まとまって土師

器、黒色土器が出土した。図示した

もののうち 1・ 2は土師器、 3・ 8

～10は黒色土器A類、 4・ 5・ ■は

黒色土器 B類である。

1は皿である。復元口径8.4cnを

測る。底部から緩やかに立ち上がり、

日縁端部ではやや強く「 く」字状に

屈曲するものである。底部には圧痕

が残り、底部から口縁部まではヨコ

ナデが施される。日縁端部には緩い

稜線が巡る。焼成は良好であり、赤

褐色を呈する。 2は杯である。復元

〃
〃
π
３

レ

1～ 5。 8～■ 97-3区 出土

6 ・ 7  97-15優 ことし」ヒ

盤鯉送姦覇計 11

Cm

第14図 戎畑遺跡97-3・ 15区出上の上器

日径■ .2cmを測る。底部よりやや内弯ぎみに立ち上がる器壁を持ち、日縁端部は丸くおさめる。内外面

ともに底部には圧痕が残り、また体部から回縁部にかけてはヨコナデが施される。全体に風化しており、

詳細は不明である。焼成は良好で、明赤褐色を呈する。

3は杯である。復元日径10,2caを測る。日縁部以外を欠くが、ほぼ直線的に立ち上がるものである。

内外面ともにヨヨナデが施され、内面にはミガキを加える。焼成は良好であるが、外面が明掻褐色、内

面が一部うすい灰褐色を呈しており、黒色土器でも炭素の吸着の弱いものである。 4・ 5は黒色土器B

類の杯である。 4は復元日径15.4cnを 測る。直線的に立ち上がり、日縁端部がやや外反するものである。

内外面ともにヨコナデの後、丁寧なミガキが施される。焼成は良好で、胎土には0。 l an以下の白色砂粒

を多く合む。内外面ともに黒色を呈する。 5は復元口径14.8cnを測るもので、胴部からやや内弯しなが

ら直線的に立ち上がる日縁を持つものである。全体に風化しているが、内外面ともにヨコナデが施され、

外面にはミガキが施されている。焼成は良好で、0。 1～ 2 Elnの 白色砂粒を多く含む。 8～ 10は杯の底部

である。 8・ 9は断面がやや尖り気味の高合を持つもので外面はヨヨナデ、内面にはミガキが施されて

おり、内面には炭素が吸着されている。10は断面が長方形に近い高台を持つもので、外面には粗いヨコ

ナデが施され、また内面にはわずかにミガキの痕跡が残る。全体に器壁が厚く、かつ炭素の吸着が見込

み部にまで及んでいないので、土師器である可能性もある。■は高合付きの底部である。断面は長方形

に近く、内外面共に粗いヨヨナデが施されるが、高台の内部については未調整である。

第 5節 97-4区 の調査

1.位置 (第■ 013図 )

調査区は遺跡の東部にあり、97-3区からは約 5m北側に位置している。 トレンチは 1カ所設定した。
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2.層位と遺物の出土状況 (PL。 7・ 20)

基本的な層序は97-3区と共通している。盛土を除去すると、 トレンチの北東から南側にかけては現
代の床土層である橙色混じり灰白色土 (約20o■ )がみられるが、そのほかの部分については旧耕作土で

ある淡灰褐色砂質土 (約20～ 30ca)が拡がっており、基本的に現代の耕作土及び床土層は除去されてい

る。旧耕作上の下には暗黒褐色粘質土 (約20～30on)が堆積しているが、その上面は耕作に伴う撹乱が

著しく、旧耕作土や耕作に伴う撹乱層と考えられる暗褐色混じり淡灰褐色砂質土などによる凹凸が非常

に多くみられる。

暗黒褐色粘質上の直下には淡灰黄褐色土 (約10ca)が若干の起伏を伴って堆積している。この層は先

の97-3区と同様に地山の変質によるものと捉えられるものである。その下には地山である暗黄褐色土

が拡がる。

これらのうち地山面においてのみ遺構が確認された。標高は6.5～6.6mを測る。また暗褐色混じり淡

灰褐色砂質土および暗黒褐色粘質土より遺物が出土したが、いずれも細片のため詳細は明らかでない。

3.遺構 (PL.7・ 20)

確認された遺構は植物痕と思われる不定形の溝や、上層からの杭穴と考えられる多くの小穴である。

いずれも覆土は上層である淡黄褐色土である。遺物は出上しなかった。

当調査区においては顕著な遺構が確認されなかったことで、当調査区における土地利用は余り積極的

でなかったと考えられる。

第 6節 97-5区 の調査

1.位置 (第■ 。13図 )

調査区は遺跡の東部にあり、97-4区から約 5m北側に位置している。 トレンチは 1カ所設定した。

2.層位と遺物の出土状況 (PL.7・ 21)

盛上を除去すると、基本的に旧耕作上である暗褐色混じり暗灰褐色土 (約20ca)がある。つづいて暗

黒褐色シル トおよび暗黒褐色砂質土 (約20cn)が全面に拡がっているが、隣接する他の調査区と同様に

その上面には耕作による凹凸が多くみられる。特に トレンチの北端部においては幅1.6mにわたって撹

乱を受けている。暗黒褐色糸上の下には基本的に地山である暗黄褐色上が拡がっているが、間に淡灰黄

褐色上をはさむところもある。

このうち地山上面において遺構が確認された。上面の標高は6.6～6.7mを測る。またいずれの層から

も遺物は出土しなかった。

3.遺構 (PL.7・ 21)

確認された遺構は97-4区などと同じような状況であり、植物痕と思われる土坑や溝、上層からの杭
穴と考えられる多くの小穴などである。いずれも覆土は上層である淡灰黄褐色土または暗黒褐色糸上で

ある。遺物は出土しなかった。
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第 7節 97-6区 の調査

1.位置 (第■・ 13図 )

調査区は遺跡の東部にあり、今年度の当遺跡の調査において最も北側に位置する。 トレンチの位置関

係では97-5区から約 5m北側に位置している。 トレンチは 1カ所設定した。

2.層位と遺物の出土状況 (PL.8・ 21)

盛上を除去すると、基本的に旧耕作上である淡灰褐色砂質土 (約15cm)が拡がっているが一部に現代

の耕作土や旧耕作土に伴う撹乱層が見られるところもある。つづいて トレンチの南半部においては先述

の撹乱層である暗褐色プロック混じり淡灰褐色砂質土 (約20cm)が拡がっている。また トレンチ北側で

は一部に暗黒褐色シル トが露呈している。撹乱層の下には暗黒褐色シル ト (約10～ 20cn)があるが、当

調査区においては旧耕作に伴う撹乱が面的に行なわれているため上面の凹凸は割と小さい。つづく暗黄

褐色上の地山面は東から西方向へ向かって若千の起伏を持ちながら緩やかに傾斜している。上面の標高

は6.5～6.7mを測る。また トレンチの南半部では地山直上に淡灰黄褐色土 (約10cm)が拡がっている。

これらのうち地山面において遺構が確認された。またいずれの層からも遺物は出上しなかった。

3. 遺看尊 (PL. 8・ 21)

確認された遺構はほとんどが植物痕と思われる土坑や溝、上層からの杭穴と考えられる多くの小穴な

どであるが、 トレンチの中央部においては土坑が 1基 (S K01)検出された。

S K01は南南西方向に先端を向けた卵形を呈しており、長径約90cn、 短径約60o■ 、上面からの深さ約

10cnを測る。断面形状は日の開いた皿形を呈している。覆土は 1層で黄褐色プロックを多く含む暗褐色

土である。覆土より瓦器椀が数点出上したが、いずれも細片のため図化し得なかった。

第 8節 97-7区 の調査

1.位置 (第■・ 13図 )

調査区は遺跡の北西部に位置し、今年度の当遺跡における調査では最も北西側の調査区である。 トレ

ンチの位置関係では97-5区から西へ80mの地点に位置している。 トレンチは 1カ所設定した。

2.層位と遺物の出土状況 (PL.8。 21)

約 lmの盛土を除くと、滋味土 。床土等はすでに失われており、ごく一部で、暗黒褐色粘質土と暗褐

色粘質シルトが認められ、地山である暗黄褐色粘質土が露呈する。遺物は暗黒褐色粘質土より瓦器椀な

どの細片が数点出上しているが、図化し得るものではなかった。

3. 遺宥寺 (PL. 8・ 21)

地山面で、土坑 (S K01)と ピット群を検出した。

S K01は トレンチの西側で検出された。大半が トレンチ外に拡がるため全形は不明であるが、平面は
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不整形で、埋土は黒褐色上である。深さ 6 cnを測り、断面は皿状を呈している。植物痕であろうか。

ピット群はいずれも平面形は円形を呈し、径は 5～20cnで、埋土は黒褐色土である。遺構からは遺物

の出土はなかった。

第 9節 97-8区 の調査

1.位置 (第■・ 13図 )

調査区は遺跡の西部、府道泉佐野岩出線「浜ノ宮口」の交差点より、北西約20mに位置し、95-1区

において大型掘立柱建物や大溝が検出された地点の西側に隣接している。 トレンチは 1カ所設定した。

2.層位と遺物の出土状況 (PL.8・ 22)

約 lmの盛土を除くと、灰褐色砂質シル ト (約30cn)、 暗褐灰色粘質シル ト (約 5 om)、 暗黒褐色粘質
土 (約40cm)、 地山である暗黄褐色粘質土とつづく。遺物は出上しなかったが暗黒褐色粘質土は周辺と

同様に中世の包合層と考えられる。

3. 遺宥尊 (PL. 8・ 22)

地山面で、溝 (S D01)を検出した。

S D01は トレンチの東側で検出したが大部分が トレンチ外に拡がる。南北方向に主軸をもち、検出し

た規模は幅15～ 50cm、 深さ約50o■ を測り、ゆるやかに東方向に落ちている。埋土は暗黒褐色粘質上であ

るが、底部には礫が多く含まれていた。遺物は出上しなかった。

S D01の 性格であるが、95-1区で検出された大溝と方向や埋上が共通することから大溝の延長部分
の可能性が高い。

第 10節 97-9区 の調査

1.位置 (第■ 013図 )

調査区は、遺跡のほぼ中央部に位置し、今年度の調査におけるトレンチの位置関係では97-8区の東

約30mの地点にあたる。 トレンチは 1カ所設定した。

2.層位と遺物の出土状況 (PL.8・ 22)

約 lmの盛上を除くと、黒灰色粘質土 (約 5 cm)、 明褐色砂質シル ト (約 5 cm)な どの現代の耕作上、

灰色混じり橙色シル ト (約 5 cm)、 灰褐色砂質シル ト (約 5 ca)などの旧耕作土が堆積 しており、褐色

粒を多く含む灰褐色シル ト (約10ca)、 遺物は含んでいなかったが中世の包合層と考えられる暗褐灰色

粘質シル ト (約 10o■ )、 暗黒褐色粘質土 (約30oa)と つづき、暗黄褐色粘質土の地山に至る。

3. 遺宥尊 (PL. 8・ 22)

地山面で、 トレンチの西側を中心に黒褐色粘質上の埋上のピット群を検出した。各ピットの直径は2
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～4 cnで、平面は円形や楕円形を呈し、深さは2～ 3 cnと浅い。埋土からの遺物の出土は認められなかっ

た。

第 11節 97-10区 の調査

1.位置 (第■・ 13図 )

調査区は、遺跡の中央部に位置し、今年度の調査におけるトレンチの位置関係では97-2区の北約30

mの地点にあたる。 トレンチは 1カ所設定した。

2.層位と遣物の出土状況 (PL.8・ 22)

基本層位は約 lmの盛土を除くと、黒灰色粘質土 (約 10o■ )、 灰色砂質シル ト (約 5 cm)な どの現代

の耕作上がつづき、灰褐色粘質シル ト (約10cm)、 褐灰色粘質シル ト (約10cn)な どの旧耕作上が確認

される。さらに下層には、にぶい褐色粘質シル ト (約 10c■ )、 暗黒褐色粘質シル ト (約20cn)と つづき、

地山である暗黄褐色粘質上に至る。遺物はいずれの層からも出上しなかった。

3. 遺宥尊 (PL. 8・ 22)

地山面で、土坑を 2基 (S K01002)と 柱痕を有するピット (Pit01)を 含むピット群を検出した。

S K01は トレンチ外に全体をのばすため全形は不明であるが、検出長は長軸約60cn、 短軸約40o■ 、深

さは約10cnを測る。 S K02は トレンチの中央部で検出され、平面は長径約50cn、 短径約30cnの精円形で、

深さは約15cnを測る。埋土は8K01・ 02と もに黒褐色上である。遺物は検出されなかった。

Pit01は直径約20omの円形で、ほぼ中央に直径約10cmの柱痕が確認された。深さは約10Cmを測る。掘

方の埋土は暗黄褐色上、柱痕の埋土が暗黒褐色である。他のピットは直径 2～ 10cnの円形や楕円形を呈

しており、深さが約 2 cnと浅く、埋土は黒褐色上である。いずれのピットからも遺物は出土していない。

第 12節 97-11区 の調査

1.位置 (第■・ 13図 )

調査区は府道泉佐野岩出線「浜ノ宮日」の交差点の南東側に位置し、95-1区では大溝が検出された

地点に隣接する。 トレンチは 1カ所設定した。

2.層位と遺物の出土状況 (PL.8・ 23)

約1.5mの盛上を除くと、 I層 。青灰色粘質土 (約10cm)の堆積が確認され、その直下に H層・褐灰

色粘質シル ト (約 10C■ )、 Ⅲ層・暗黒褐色粘質シル ト (約15om)と っづき、地山である暗黄褐色粘質土

に至る。遺物はⅢ層より瓦質土器や蛤壷の小片を出上したが、図化し得るものではなかった。

3. 遺宥尊 (PL. 8。 23)

地山面でピット2基 (Pit01 0 02)を検出した。
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Pit01は トレンチの北側で検出した。全形は不明であるが、検出し得た規模は径12ca、 深さ約20om、

断面はU字状を呈する。埋土は暗黒褐色上である。遺物は瓦器椀の小片が出土しているが、図化し得る

ものではなかった。Pit02は トレンチの中央部で検出し、直径24cmの円形で、深さ 5 cnを測り、断面は

皿状を呈する。埋土は暗黒褐色上である。遺物は出土していない。

第 13節 97-12区 の調査

1.位置 (第■・ 13図 )

調査区は遺跡の東部に位置し、今年度の調査におけるトレンチの位置関係では、最も南東側に相当す

る。 トレンチは 1カ所設定した。

2.層位と遺物の出土状況 (PL.9・ 23)

トレンチの層位は約80cmの盛上の下に、第 2層・淡黒褐色土が約30om認められ、第 3層・暗黄褐色土

の地山に至る。地山面の標高は6.8m前後である。各層からの遺物の出土はなかった。

3. 遺宥尊 (PL. 9・ 23)

地山面でピット (Pit01・ 02)、 植物痕と考えられる土坑などを検出した。

Pit01・ 02はいずれも円形を呈し、径約20cn、 深さ10～20cnを測る。埋土は黒褐色粘質土である。遺

物の出土は認められなかった。

土坑は円形ないし楕円形を呈しており、かなり削平されているためか、深さはいずれも 3 cm前後と浅

い。遺物の出土が確認できなかったためその形成時期は不明である。

第 14節 97-13区 の調査

1.位置 (第■・ 13図 )

調査区は遺跡の東部に位置し、95-1区において大型掘立柱建物が検出された地点の南東側にあたる。
今年度の調査における トレンチの位置関係は、97-12区の北東約20mに位置する。

2.層位と遺物の出土状況 (PL.9・ 23)

基本層位は約50cmの盛土を除くと、撹乱をうけているためか、上から暗黄褐色ブロック混じり暗灰色

土、明褐色ブロック混じり灰色土などが約20cnにわたって複雑に堆積していた。その下層には包含層で

ある暗茶褐色土、黒褐色土、淡黒褐色土など約20caが堆積 し、地山である礫混じり暗黄褐色上に至った。

遺物は黒褐色土より瓦器や真蛤壷などが出土しているが、図化し得るものではなかった。

3. 遺宥尊 (PL. 9。 23)

地山面で、土坑 (S K01)、 溝、ピット群を検出した。

S K01は トレンチの南西側で検出されたが、 トレンチ外に拡がるため全形は確認できなかった。検出
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した規模は、東西約1.7m、 南北約0.5mの半楕円形で、深さ約20cnを測る。埋土は黒褐色土で、床面は

一部に酸化のため赤色化している部分があった。焼土塊などは検出されなかったが、周辺で検出された

ものと同様な真蛤壺焼成用の上坑であろう。遺物は S K01よ り上師質真蛸壷、土錘などが出上している

が小片のため図化し得なかった。その他の土坑群は トレンチの東側を中心に検出した。平面は不整形な

ものばかりで、植物痕と考えられる。埋土はすべて黒褐色土である。

溝は トレンチの西側を中心に検出され、その大半が トレンチ外に伸ばすため全容は不明であるが、長

さ10～ 40cn以上、幅約20cm、 深さは約 4～ 10cm、 埋土は淡褐色上であった。遺物が出上していないため

その形成時期、性格は不明である。

ピット群はドレンチの南側を中心に検出された。平面形は円形のものが多く、直径が約10～ 20cn、 深

さは約4～10cnを測る。埋土は茶褐色混じり黒褐色上である。柱痕は確認されなかった。

第15節 97-14区の調査

1.位置 (第■ 013図 )

調査区は遺跡の東部に位置し、95-1区の調査において大型掘立柱建物が検出された地点の南側に隣

接している。東約10mには97-13区、西約10mに は97-16区が位置している。

2.層位と遺物の出土状況 (PL.9・ 24)

約50cnの盛上を除くと、滋味上、床土はそのほとんどが失われており、一部に褐色シル ト (旧耕作土)、

灰褐色シル ト (床土)が確認された。下層には、暗黒褐色粘質土 (約10cm)、 暗黄褐色粘質土 (地山)

が確認できた。遺物は暗黒褐色粘質土層より、瓦器椀や蛤壷の小片を検出したが、図化し得るものでは

なかった。

3.遺構 (PL.9・ 24)

地山面で、土坑 2基 (S K01002)と ピット群を検出した。

S K01は トレンチの東側で検出した。 トレンチ外に拡がるため全形は不明であるが、検出し得た規模

は、長軸約40cn、 短軸約20cnの楕円形で、深さは 6 cnを測る。 S K02は 東西方向に主軸を持つ、長軸約

20cn、 短軸約10cmの楕円形で深さは 3 omと 浅い。埋土はS K01・ 02と もに暗黒褐色上である。

ピット群は、平面形状が円形のものや橋円形のものがあり、直径 4～10om、 深さ4～ 10cnを測る。各

ピットからの遺物の出土はない。

第 16節 97-15区 の調査

1.位置 (第■・ 13図 )

調査区は遺跡の東部に位置し、今年度の調査におけるトレンチの位置関係では97-3区の南約25m、

97-14区の北約20mの地点に位置している。当調査区の南側では95-1区の調査で大型掘立柱建物が検

出されている。 トレンチは 1カ所設定した。
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2.層位と遺物の出土状況 (PL.9・ 24)
トレンチの層位は約90omの盛上の下に、第 2層・褐色土が約30cn、 第 3層・暗褐色上が約10cm堆積す

る。以下は、第4層・褐色混じり黒褐色粘質土が確認されるが、 トレンチの南から北にかけてその堆積
が薄くなることが看取される。第 5層が暗黄褐色上の地山である。地山面の標高は6.5m前後である。

遺構はすべて地山面で確認した。

3.遺構 (PL.9o24)
検出した遺構は溝 (S D01)、 土坑 (S K01)、 ピットなどである。

S D01は トレンチ外に拡がるため、全形は明らかではないが、検出長約3.8m、 検出幅約2。 3m、 深さ

約50cnを測る。底部は東から西にむかって緩やかに傾斜しており、そのレベル差は8 omである。埋土は

上層から黒褐色粘質上、褐色土、暗褐色土の3層が水平に堆積し、褐色土から瓦器、暗褐色土から黒色

土器が出土していることから、ある程度の時間差をもって埋没していることが確認できた。

土坑は平面が円形や楕円形を呈する小規模なものが多いが、S K01は検出長約2.2m、 幅1.7mを測る

大型で、一部がS D01に よって切られている。埋土はいずれも黒褐色粘質上である。遺物の出土はなかっ

た。

4.遺物 (PL.34、 第14図 )

6は瓦器椀である。内面には僅かにヘラミガキが認められる。復元日径17cnを測る。 7は、瓦器皿で

ある。焼成は不良で、淡灰色を呈す。

第 17節 97-16区の調査

1.位置 (第■・ 13図 )

調査区は遺跡の東部に位置し、今年度の調査におけるトレンチの位置関係では97-2区から南東約40
m、 97-14区の西約10mに位置する。 トレンチは1カ所設定した。

2.層位と遺物の出土状況 (PL.9。 24)

トレンチの層位は、約90cnの盛土の下に、第 2層 。茶褐色混じり灰色上が約10cn認められ、第 3層・

マンガン混じり暗灰色土が約20cn、 第 4層・黒褐色粘質上が約20cn堆積し、第 5層・暗褐色上の地山に

至る。地山面の標高は6.6m前後である。遺構 。遺物は確認できなかった。95-1区の調査においても当

調査区に隣接する部分は遺構密度が低いことが確認されており、今回の調査でその範囲がさらに拡がる

ことが半J明 した。

註 ① 泉南市教育委員会『戎畑遺跡発掘調査現地説明会資料』 (1996)
城野博文「泉南市戎畑遺跡の調査」『大阪府埋蔵文化財研究会 (第35回)資料』(財 )大阪府文化財調査研究センター (1997)
泉南市教育委員会「縛井南遺跡餌-1区の調査」『泉南市遣跡群発掘調査報告書�』 (1997)
(財)大阪府埋蔵文化財協会『男里遺跡』 (1993)

②

③
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第 5章 天神ノ森遺跡の調査

第1節 既往の調査 (PL.1・ 2、 第11図 )

天神ノ森遺跡は1934年の室戸台風の際、松林の南東隅の大きな松の木が倒れた時、地表下約 3mの砂

地の中より6世紀代の須恵器の大甕が出上したことで周知されることとなった。当遺跡は男里川の河日

から約 l kn上流の右岸に位置し、地形分類上では、洪積段丘低位面にあたり、周囲には旧河道とそれに

伴う氾濫原が拡がっていることが確認されている。

当遺跡の調査は、遺跡範囲のほとんどが神社地にあたるために、周辺の住宅地で極僅かしかおこなわ

れていないのが現状である。現在まで明確な遺構・遺物は確認されておらず、その層序を見てみると、

表土以下はシル ト、礫層とつづき、遺物包含層も確認されていない。

現在のところ、当遺跡に関してあまりにも不明な点が多く、周辺の遺跡外における試掘調査を含めた

実態把握が今後の課題とされる。

第 2節 97-1区 の調査

1.位置 (第■ 015図 )

調査地は、遺跡の北東部にあたり、

東隣には天神ノ森が拡がる。地形分

類上では洪積段丘低位面にあたる。

トレンチは1カ所設定した。

り、宅地化に伴う盛土 (第 I層・約

5 ca)を 除くと、暗赤灰色シル ト層
第15図 天神ノ森遺跡97-1区地形図

(第 H層・約 5 cn)、 にぶい橙色礫混じリシル ト層 (第Ⅲ層・約 5 cn)、 灰褐色砂礫層 (第Ⅳ層・約10c■ )、

黄橙色礫層 (第 V層 )とつづいた。第Ⅳ層とV層の上面で、精査をおこなったが遺構の検出にはいたら

なかった。また、遺物の出土も認められなかった。

註 ① 泉南市史編察委員会「考古・古代 第1章 原始の泉南」『泉南市史一通史編―』 (1987)
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第 6章 専徳寺遺跡の調査

第1節 既往の調査 (PL。 1・ 2、 第11図 )

当遺跡は市域の北西部、樽井集落内に所在する専徳寺の山門より約15mほ ど南東側に入った地点に位

置し、今回当該地区における試掘調査によって初めて周知されることとなった。試掘調査と並行してお

こなった分布調査や周辺の地形を考慮し、遺跡の範囲を当該地区を中心にして、東西に約40m、 南北に

約50mと した。

周辺の遺跡に目をむけると、南西約250mほ どの地点に戎畑遺跡が所在し、大型掘立柱建物や真蛤壷

焼成上坑などの中世を中心とした遺構・遺物が検出されている。また戎畑遺跡の南側には市内最大の男

里遺跡が拡がっており、縄紋時代から中世にかけての遺構・遺物は多く報告されているものの、戎畑遺

跡や男里遺跡を中心とする周辺の遺跡では近世における報告例は少ない。今回の調査で近世の遺物が多

く出上したことは、当時の集落の様相を知る上で大きな意味をもつものである。今後の調査によって、

周辺の遺跡との関係や、1増4年に唯念によって開かれ現在にいたる専徳寺との関係などが明らかになる

ことが期待される。

第 2節 97-1区 の調査

1 位置 (第■・ 16図 )

調査区は現在の専徳寺の山門より

南東に約15mの地点である。地形分

類上では洪積段丘中位面にあたると

考えられる。 トレンチは 1カ所設定
した。

2.層位と遺物の出土状況

(PL。  10・ 25)

基本層位は約20cnの盛土 (I層 )

を除くと、 H層・ オ リーブ黒色シル

卜 (約 10om)、 Ⅲ層・ にぶい褐色シル ト (約20cn)、 Ⅳ層・黒灰色混じり黄褐色シル ト (約 10cm)、 V層・

黄褐色混じり茶褐色シル ト (約 10cn)、 Ⅵ層・褐灰色シル ト (約10cn)と つづき、地山である黄褐色シ

ル ト (Ⅶ層)に至る。遺物はいずれの層からも出土しなかった。

3. 遺君奪 (PL, 10・ 25)

地山面で、褐灰色シル トの埋上をもつ土坑 (S K01・ 02)を検出した。

S K01は トレンチ外に拡がるため全形は不明であるが、 トレンチのほぼ中央部から、東端にむけて拡
がり、検出規模は長辺約1.8m、 短辺約 lmを測る。深さは約10cmと浅く、断面は緩やかな皿状を呈す

く
／
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第16図 専徳寺遺跡97-1区地形図
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る。埋土から近世の所産となる多くの遺物が出上している。

S K02は トレンチの西端で検出した。全形は トレンチ外に拡がるため不明であるが、半径約30cnの扇

形を呈し、深さは約20c■ 、断面は皿状を呈する。遺物は出上しなかった。

4.遺物 (PL.33、 第17図 )

S K01よ り染付椀、甕、軒丸瓦、平瓦、蛤壷などの近世の遺物が出土している。

1～ 3は波佐見焼系の染付椀である。紋様は 1・ 2は笹紋、 3は松竹梅紋で、 102は削り出しによ

る高合は無釉である。また 1～ 3は見込みに蛇の目釉ハギが施される。 4は信楽焼系の椀で高台を除き

全体に施釉されている。

5は備前焼の大甕である。日縁部は下外方に大きく折り曲げられたため肥厚しており、接合痕と孔が

確認できる。色調は外面は暗赤灰色、内面は赤褐色、断面は灰赤色を呈しており、自然釉が付着してい

る頚部は灰白色を呈している。よく使われていたためか日縁端部の一部は摩耗が激しい。復元口径58cn

を測る。

註 ①

②

0                                                                                  40cm

第 17図 専徳寺遺跡97-1区 出上の遺物

泉南市教育委員会『戎畑遺跡発掘調査現地説明会資料』 (1996)

城野博文「泉南市戎畑遺跡の調査」『大阪府埋蔵文化財研究会 (第35回)資料』(財 )大阪府文化財調査研究センター (1997)

泉南市史編纂委員会「古代。中世 第3章 戦国時代の泉南地方」『泉南市史一通史編―』 (1987)        ,
専徳寺の歴史においては、専徳寺前住職木村宏城氏から多くの教示を得た。
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第 7章 幡代遺跡の調査

第1節 既往の調査 (PL。 1・ 2、 第18図 )

幡代遺跡は市域の西部、金熊寺川

の中流右岸に位置し、地形分類上で

はその旧河道によって形成された沖

積段丘にあたる。南側には幡代南遺

跡、北側は国道26号線を境として男

里遺跡が所在している。

遺跡の現況は西半に現在の幡代集

落があり、東側には耕作地が大きく

拡がっている。耕作地には現在も条

里制地割を残す部分があり、「六ノ

坪」や「十一坪」のように坪名が小

字名として残っている部分もある。

当遺跡は比較的調査がすすんでい

る遺跡の一つで、多くの調査が実施されている。いままでのところ平安時代後期、室町時代、そして江

戸時代後期と大きく3時期の盛期が確認されている。また若干の弥生時代の遺物が検出されており、今

後の調査によっては盛期の拡大も期待される。その中でも、最も活動が活発になるのは中世以降で、特

に遺物では多くの瓦類が出上しており、付近には堂塔の存在をうかがわせる宇名も残ることから、中世

寺院の存在は確実視されている。しかし、これまでの調査では寺院に直接関係するような遺構は検出さ

れておらず、今後の課題といえる。また、遺跡のほぼ中央、現在の集落の東端において、鎌倉時代の掘

立柱建物や耕作痕などの遺構が確認されており、このことから少なくとも鎌倉時代以降には現在の景観

が形成されはじめたことが指摘されている。近世においては、製糖に用いられたと考えられる土器や他

の都市遺跡でいくつかの出土例が報告されている土製円板などが出上している。市域ではこれらの遺物

の出土例は少なく、当時の日常生活・生産・流通等を考えるうえで貴重なものといえる。

このように、当遺跡では市内の中。近世を語る上で欠くことのできない貴重な資料が得られており、

今後の調査の動向が注目される。

第 2節 97-1区 の調査

1.位置 (第 18・ 19図 )

調査地は遺跡の中央部からやや西寄りにあり、現在の暗代集落のほぼ中央に位置している。周辺では

中世や近世に属する遺構や遺物が数多く確認されており、中世以降現代にいたるまで、連綿と集落が営

まれていたことがうかがえる。地形分類上は金熊寺川右岸に大きく拡がる沖積段丘面上に立地している

ものと考えられている。 トレンチは1カ所設定した。

第18図 幡代遺跡調査区位置図
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2.層位と遺物の出土状況

(PL。  10・ 25)

調査地全面に施されている盛上を

除去すると、整地土である暗黄褐色

土が全面に拡がる。この整地層は約

20cn～50cnの厚さを測り、東側に向

かって厚くなっている。続いて トレ

ンチの北西側では直下に暗灰褐色土

が認められ、旧耕作上であるとも考

えられる。しかし部分的にしか確認

されないため、整地の際に耕作土を

除去した可能性がある。残る大半の

＼＼。
レ∫＼＼。 /́てう勢

第19図 幡代遺跡97-1・ 96-1区地形図

部分においては灰褐色混じり淡褐色シル トが拡がっており、東側に向かって緩やかに傾斜しながら全面

に約20cn～ 50o■ の厚さで堆積している。またこの層からはわずかではあるが中世の遺物が出上した。

続いて トレンチの北西側では暗褐色混じり青灰色シル ト (約20c■ )および淡黄褐色砂質上 (約10cn)

が認められるが、基本的には淡灰褐色砂礫が拡がっている。この層は非常に締まりが悪く軟弱な状態で

あったが、上面より60cn以上掘削してもまったく変化が認められなかったので地山であると判断した。

またこの層からは彩しい量の湧水があり、河川に起因する堆積であると考えられる。

以上、今回の調査においては遺構はまったく確認されず、また遺物も包合層よりわずかに出上したの

みではあるが、確認された地山の状況より、調査地は氾濫原上に立地していることがはじめて確認され、

また中世と考えられる包含層が良好に残存していることから周辺への遺跡の拡がりを十分に予想させる

ものである。

第 3節 96-1区 の調査

1.位置 (第 18。 19図 )

調査区は幡代遺跡の東部、現在の幡代集落の東端にあたり、地形分類では沖積段丘上に位置する。周

辺では、市道拡幅に伴う調査で平安後期の集落及び近世の沼状遺構などが、府道新設に伴う調査では鎌

倉時代の掘立柱建物など、主に中世以降の遺構、遺物がそれぞれ確認されている。今回の調査区は、現

在の幡代集落内での調査だけに集落の発生及び展開を知るうえで非常に貴重な調査といえる。 トレンチ

は 1カ所設定した。

2.層位と遺物の出土状況 (PL.10。 26)

トレンチの層位は以下の通りである。既存建物解体に伴う整地層 (1層 )を除去すると、小礫、灰色

粘土ブロックなどが混入する撹乱 (2・ 3層)がみられる。これらには、瓦片や植木鉢など近現代の遺

物が見られることから、ごく最近に行われた整地作業の痕跡と考えられる。以下は、灰褐色粘土・礫多

量に合む (4層 )、 暗灰褐色粘土・礫多量に合む (5層 )、 明黄褐色シル ト (6層 )、 青灰色シル ト (7
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層)がみられる。このうち4層から瓦器椀片、陶磁器、平瓦などが出上したものの、これより下層で遺

物は出土しなかった。

これらの層位の性格として、 4層は堆積状況、出土遺物が示す年代幅から整地作業に伴うものと考え

られ、その時期はおよそ近世以降だと考えられる。この整地の範囲、年代、当時すでに存在していた幡

代集落との関係などの究明が今後の課題といえる。また、 4層以下で遺物は検出されなかったが、 5層

は他の 6・ 7層 と成因を異にする。つまり、調査区が狭小であったため、遺物は検出されなかったが、

堆積状況からみても5層も整地層である可能性が高いと考えられる。

次に、 6・ 7層であるが、これらは南西から北東に緩やかな勾配をもち、シル ト質であることから沖

積作用による堆積と考えられる。これらのことから、遺物は検出されなかったため時期は不明であるが、

5層以下は河川埋土と考えられる。なお府道新設に伴う調査では、南東から北西方向への旧河道が確認

されている。この埋土から弥生時代中期の遺物が極小量出上しており、この旧河道と本調査区における

5層以下との関連があるものとも推測できる。

今回の調査から推測されることを以下に列記する。

まず調査区周辺は、 5・ 6層であきらかのように幡代集落内の西部に比べ地盤が軟弱であるというこ

とがあげられる。この地盤の不安定さは、調査区東側の調査において確認された流路と関連があるのか

もしれない。つまり、近世以前は、住居に適さぬ地盤であったが、近世以降この周辺に整地作業を施し

新たに集落を拡大したものとも考えられる。つまり、本調査区付近は幡代集落の中でも比較的新しい時

期に築かれた地域ではないかと考えられる。

今後、整地土直下土層の年代、整地土の正確な年代、整地土直上の遺構の年代などを確認することが、

この推測に一定の解釈を与えるものである。

第 4節 96-2区 の調査

1.位置 (第 18・ 20図 )

調査地は幡代遺跡の北西部に位置

しており、遺跡の西端を北北西から

南南東方向に走る市道に面している。

昭和59年度にその市道下において、

大阪府教育委員会が府水道管埋設工

事に伴う事前発掘調査をおこなって

おり、平安時代後期から室町時代の ヽ

所産と考えられる柱掘方を検出して

いる。調査地の現況は更地となって

いるが、つい最近まで昭和10年代に

)                     30m
|

lゝ  1ヽ 1肝 o Ц
第20図 幡代遺跡96-2区地形図

建てられた納屋が建っており、それ以前は水田として利用されていたらしい。

トレンチは 2カ所を設定した。
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2.層位と遺物の出土状況 (PL。 10・ 26)

層位は第 1・ 2ト レンチとも基本的に異なるところはなく、各層が水平に堆積 している。第 1層・表

土 (約30cn)、 第 2層・ 淡灰色土 (約10Ca)、 第 3層 。暗黄褐色土 (約10Cn)、 第 2ト レンチにはその下

層にやや灰色がかった第 4層 (約15 cn)が認め られる。第 5層は茶褐色混 じり淡褐色土 (約30cn)、 第

6層が地山の親指大～拳大の礫混 じり褐色上である。遺構や各層からは全 く遺物が出土せず、明確な遺

物包含層は確認できなかった。

註 ① 泉南市史編察委員会「考古・古代 第2章 古代の泉南」『泉南市史一通史編―』 (1987)
② 1998年度の (財)大阪府埋蔵文化財協会の調査による。

③ 泉南市教育委員会「幡代遺跡」『泉南市文化財年報No.1』 (1995)
④ 泉南市教育委員会「幡代遺跡94-6区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書�』 (1996)
⑤ ③と同じ。

⑥ ②と同じ。

⑦ ②と同じ。
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第 8章 岡中遺跡の調査

第1節 既往の調査 (PL。 1・ 2、 第21図 )

岡中遺跡は男里川の上流、金熊寺

川の右岸に拡がる沖積段丘上を中心

に立地する遺跡である。遺跡の範囲

は長径約500m、 短径約300mを測る

いびつな楕円形を呈しており、遺跡

の南端から西端を区切るように現在

の金熊寺川が流れ、また東側には和

泉山脈より派生して伸びる長山丘陵

南端の愛宕山が迫っている。遺跡の

北半部は現在の岡中集落が占めてお

り、集落内には熊野街道が東西方向

に横断している。また南半部の多く
第21図  岡中遺跡調査区位置図

は現在も耕作地として利用されている。

当遺跡における発掘調査は現在の集落内を中心として実施され、それらによると遺跡のほぼ中央にお

いて「岡中の大樟と槙」として市民に愛されている2本の巨木や鎮守社の周辺では、土坑墓やピットな

どの遺構が検出されており、周囲に14～ 15世紀代に盛期を求められる集落が拡がるものと考えられる。

また時代的にはやや遡るが寺院跡も確認されており、ここで見つかった瓦は岡中遺跡東方の林昌寺瓦

窯にて焼成されたことが確認されている。またこの瓦と同籠のものが岸和田市畑遺跡においても出土し

ており、泉州地域における中世瓦の生産と流通を明らかにする上で非常に注目される。

このように岡中遺跡は中世寺院を中心として展開された集落跡と考えられるが、いまだ不明な点が多

く、今後は寺院や集落の具体的な内容や、近隣の中世遺跡との関連や追求が課題となろう。

第 2節 97-1区 の調査

1 位置 (第 21・ 22図 )

調査地は遺跡の中央部南寄りの地

点で、現在の岡中集落の南端付近に

位置している。ちょうど中世集落の

中心部と考えられている大樟より南

へ約100m下 った所にあたる。周辺

での調査例はあまり多くないが、約

20m北側の地点において行われた94

-2区では中世以降連綿と耕作地と
0                      30m

。
 ズ      | ×

第22図  岡中遺跡97-1区地形図
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して利用されていたことが判明しており、集落の南限を知る上で興味深い結果が得られている。

地形分類上は沖積段丘面上に立地していると考えられているが、先の調査区においては氾濫原と考え

られる砂礫層が確認されていることから、周辺にはかなりの微地形が隠されている可能性がある。

トレンチは 1カ所設定した。

2.層位と遺物の出土状況 (PL.10。 27)

今回確認された層序は全部で■層あり、そのうち 1層から7層まではおおむね水平に堆積している。

まず 1層・表土及び暗橙色混じり淡灰褐色土 (約20cm)、 2層・暗橙色シル ト (約15cn)、 3層・灰褐色

混じり暗黄褐色土 (約20ca)の上位 3層を除去すると旧耕作土と捉えられる4層・暗灰褐色土 (約 10cn)

および床上である5層 。暗黄褐色土 (約 5 cm)が認められる。続く6層・灰橙褐色土 (約10c■ )イよおお

むね水平であるが北から南に向かっては若千の起伏を持って堆積 している。 7層 。暗褐色礫混じり上

(約10ca)へ と続く。 トレンチの東側では 7層直下に地山と考えられる■層・淡褐色礫混じり上が拡がっ

ているが、その上面は トレンチの西半から南西方向へ向かって緩やかに落ち、南西隅部ではさらに一段

落ちている。 トレンチの北西部から中央部にかけては 7層以下、 8層・淡灰褐色礫混じり上 (約 10C■ )

が堆積し、南西部隅のさらに低いところでは 8層を切るように 9層・淡灰褐色土 (約10cn)と 10層・淡

褐色土 (10cn以上)が堆積している。

これらのうち4層から土師器の細片が、また 6層より瓦器の細片が出土した。これらの遺物は図示し

得ず詳細は分からないが、周囲の状況から考えても4、 5層からなる耕作面が中世に属する可能性は高

いものと考えられる。中世集落の南限は今のところ不明であるが、集落の南側が比較的大きく耕作地と

して開発されていたようである。中世寺院や集落を支えた生産基盤の一部と捉える事もできよう。

また確認された地山の状況は先述した94-2区と同様、氾濫原を構成するものと考えられ、距離的に

見ても同一のものと考えて差し支えないだろう。ちなみに今回の調査区との地山上面での比高差は約50

cn程あり、北に向かってレベルを下げていることが分かる。

泉南市教育委員会「岡中遺跡の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書 V』 (1988)

泉南市教育委員会「林昌寺瓦窯」『泉南市文化財年報hl』 (1995)
泉南市教育委員会「岡中遺跡94-2区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書�』 (1995)

①
②
③

註
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第 9章 長山遺跡の調査

第1節 既往の調査 (PL.1～ 3)

和泉山脈から派生する長山丘陵の先端西側斜面に位置し、遺跡の西側には男里遺跡が隣接する。地形

分類では洪積段丘及び沖積段丘にあたり、男里遺跡中央部の旧河道へなだらかな勾配をもつ丘陵裾の斜

面上に位置する。当遺跡内では、近年宅地化が進むが、それ以前は現在の馬場集落の東側のはずれに位

置し、耕作地であった。

調査は94年度に行われているが、地山をベースとする遺構面で落ち込み、土坑、溝などが検出されて

いる。これらの遺構は、包合層及び遺構出上の遺物から、少なくとも中世以降のものと考えられる。

今年度の調査が当遺跡における3例 目の調査であるが、現在までの知見をまとめると以下のようにな

る。上述のとおり地形分類上、丘陵斜面の洪積段丘及び沖積段丘上に位置し、現在の馬場集落のはずれ

にあたる。また、過去の調査では中世以前の遺構及び遺物は検出されていない。このように、当遺跡は

調査例が少なく、その実態はつかみきれていないといってもよい。

しかし周囲に目を転じると、隣接する男里遺跡では、近年遺跡東側つまり当遺跡に近いところにおい

て、弥生時代中期及び飛鳥時代の集落、現在の馬場集落内での調査において中世の遺構面が確認されて

いる。このように当遺跡西側は、男里川流域において最も遺構及び遺物の密度が高い地域であるが、一

方東側の洪積段丘上は、極端に遺跡の分布が少ない。つまり、当遺跡の周辺における遺跡の状況及び地

形からすると、当遺跡での遺構遺物の拡がりをとらえることは、男里川流域における集落の東限をしめ

す資料であり、今後の調査成果が期待される。

第 2節 96-1区 の調査

1.位置 (PL.3、 第23図 )

今回の調査区は、馬場集落の東側

で94年に調査が実施された地点の西

側約20mの地点にあたる。その調査

では、黄褐色シル トの地山面におい

て耕作痕、土坑、ピット等が確認さ

れている。これらの遺構からの遺物

の出土は少なく、中世のという大ま

かな年代観でしかとらえることがで

きない。今回の調査では、丘陵の斜

面に平行するかたちで トレンチを 2

カ所設定した。

0                      30m

男 i n i

第23図 長山遺跡96-1区地形図
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2.層位と遺物の出土状況 (PL.10・ 27)

各 トレンチの層位は以下のとおりである。なお、両 トレンチにおいて遺構は検出されなかった。

第 1ト レンチは、現代耕作土 (1層 )、 黄橙色シル ト (2層 )、 マンガン粒を合む灰褐色シル ト (3層 )、

茶褐色シル ト (4層 )、 黄色シル ト (5層 )、 橙色シル ト (6層 )、 灰色シル ト混 じり礫層 (7層)であ

る。 2・ 3層は、耕作痕等は見られないものの旧耕作土と考えられ、 3層から小片ながら中世のものと

考えられる土師質の小皿が出上 している。また、 5層以下は地山である。

第 2ト レンチは、現代耕作土 (1層 )、 黄橙色シル ト (2層 )、 灰褐色シル トマンガン粒合む (3層 )、

茶褐色シル ト (4層 )、 黄色シル ト (5層 )、 淡灰褐色シル ト (6層 )、 灰色シル ト混 じり礫層 (7層 )

である。 2・ 3・ 6層は、耕作痕等は見られないものの旧耕作土と考えられ、 3層から小片ながら中世

のものと考えられる遺物が出土 している。また、 5層以下は地山である。

今回の調査では、旧耕作土と考えられる層位より中世の遺物が出上 したことと、既往の調査から、少

なくとも中世以降にこの周辺は耕地化されたことが指摘できる。

註 ① 泉南市教育委員会「長山遣跡の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書�』 (1995)
② 泉南市教育委員会「男里遺跡 既往の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書�』 (1997)
この付近は (財)大阪府埋蔵文化財協会、 (財)大阪府文化財調査研究センターによって継続的な調査が行われている。

③ 泉南市教育委員会「男里遺跡96-1区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書IXV』 (1997)
④ 泉南市教育委員会「男里遺跡89-1区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書Ⅶ』 (1990)な ど。
19894度の調査では、掘立柱建物を構成すると考えられるピットが確認されており、併せて中世包合層が確認されている。

現在の馬場集落に先行する集落跡の存在を示す資料といえる。
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第10章 上代石塚遺跡の調査

第1節 既往の調査 (PL。 1・ 2、 第24図 )

当遺跡は市域のほぼ中央、地形分

類では洪積段丘にあたり、和泉山脈

から派生する長山丘陵の東側に位置

する。遺跡の規模は、東西及び南北

方向ともに約200mである。1988年

度の分布調査にて発見されたが、発

見当時の現況は耕作地であった。こ

れまで当遺跡における発掘調査は、

1995年度の大規模店舗建設に伴うも

のが唯―であり、この調査成果を以

下に列記する。

現代耕作土直下の明黄褐色粘土を

ベースとする遺構面がみられ、本来
第24図 上代石塚遺跡調査区位置図

存在したであろう包含層は確認されなかった。なお、聞き取りによると数十年前まで調査区一帯の耕作

地において、煉瓦製作に伴う粘土採掘が行われていたようで、この粘土採掘に伴いおそらく包合層及び

遺構面が削平されたものと考えられる。それより下層は、基盤層と考えられる段丘礫層がみられ遺構及

び遺物は検出されなかった。

検出した遺構は、溝 (S D01)、 土坑、ピットで、明確な建物跡などはみられなかった。これらのう

ち、 S D01について少し詳しくみていくこととする。その規模は、最大幅約10m、 深さ約 lmで、南東
から北西へ蛇行しながら調査区を縦断している。また、南西方向からの合流地点が 2カ所みられること

から、調査区外にこの S D01に合流する溝の存在が想定できる。さらに、断面観察によると、幾度かの

掘り返しが行われていることから、この溝が一定期間人為的に維持管理されていた可能性が指摘できる。

つまり、これらのことを積極的に解釈すれば、検出した溝は洪積段丘上の潅漑施設の一部と考えられる。

またその年代は、溝最上層より出土した瓦器椀や東播系須恵器から、埋没時期は少なくとも14世紀初め

頃と考えられる。

また、極度に摩耗しているものの庄内式併行期や、古墳時代後期から奈良時代にかけての遺物が若干

出土していることから、周囲に当該時期の遺跡が存在する可能性も考えられる。

以上の調査成果に基づいて、遺跡内における土地利用の形態などを述べたが、それを補強する客観的

資料が現在のところ見られず、あくまでも推測の域を脱し得ない。今後の調査において、その判断基準

となる資料の増加が望まれる。
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第 2節 97-1区の調査

である。調査区の東側に隣接する地

点において実施された調査では中世

の大規模な潅漑用水路が確認されて

いる。地形的には市域の平野部の大

半を占める低位段丘面上に立地して

いるものと考えられる。

トレンチは 2カ所設定した。

/第 2ト レンチ

゛

第 1ト レンチ

＼＼【
第25図 上代石塚遺跡97-1区地形図

2.層位と遺物の出土状況 (PL。 13・ 28)

東西に長い長方形を呈した調査区の両端近くに トレンチを設定し、西側を第 1ト レンチ、東側を第 2

トレンチとする。

両 トレンチともに現代の耕作土 (約10～ 30c■ )および耕作土に伴う床土層 (約10cn)が共通して認め

られる。続いて第 1ト レンチでは旧耕作土と捉えることのできる黄褐色混じり淡灰褐色土 (約15om)が

水平に堆積し、直下に地山である橙色混じり淡黄褐色上が拡がっている。地山上面において遺構が確認

された。またいずれの層からも遺物は出上しなかった。

第 2ト レンチにおいても床土層の下に黄褐色混じり淡灰褐色上が水平に堆積しており、第 1ト レンチ

と同様に旧耕作上であると考えられる。続いて地山である灰褐色混じり黄褐色粘質土に至るのだが、第

1ト レンチと比べると非常に硬く締っている点が異なっている。地山上面において遺構が確認された。

またいずれの層からも遺物は出上しなかった。

3. 遺宥尊 (PL。  13・ 28)

第 1ト レンチでは トレンチのほぼ中央において上坑 (S K01)が 1基確認された。 S K01は長軸を東

西方向に向けた不整形を呈し、長径約■OCn、 短径約60～100cn、 上面からの深さは約20cnを測る。埋土

は 1層で淡灰褐色粘上である。遺物は出上しなかった。これらの状況よりこの土坑は人為的なものとい

うよりも、地山面の窪み状のものと捉えられるものである。

第 2ト レンチでは トレンチの南壁に添うように、南西から北東方向へ並行して伸びる2条の溝が確認

された。規模の大きな北側のもので長さ210cn、 幅10～ 20cn、 上面からの深さ 3c■を測る。埋土は 1層

で、上層である黄褐色混じり淡灰褐色上である。遺物は出上しなかった。これらの溝はいわゆる鋤溝で

あると考えられ、その方向は現代見られる地割りと一致している。
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第11章 岡田遺跡の調査

第1節 既往の調査 (PL。 1・ 2、 第26図 )

岡田遺跡は泉南市の北東端を流れる樫井川の西岸に位置する遺跡である。その規模は東西約450m、

南北約650mを測り、市域では男里遺跡に次ぐ2番 目の面積を持つ巨大な遺跡である。地形分類上では

洪積段丘低位面に立地し、遺跡の現況は、現在の岡田集落が北東部に位置するほかは大半が耕作地となっ

ている。

当遺跡は近年の大きな開発の波をうけず、比較的旧来の景観を残しているが、その中においても個人

住宅等を対象とした小規模な調査が継続的におこなわれ、当遺跡の歴史的情報が蓄積され続けてきた。

現在、最も古い遺物としては縄紋または弥生時代の石鏃が 1点みつかっているほか、古代の須恵器片

なども出土しており、当地がかなり早い時期に開発されていた可能性を示唆している。

中世以降では得られる情報は飛躍的に増大し、まさしく当該期が岡田遺跡の盛期といえる。耕作地と

なっている遺跡西半部の調査では、複数の耕作面が検出され、現在に至るまで連綿と耕作地として利用

されていることが確認されている。また、現在の集落の内における調査はさほど数多くはないものの、

掘立柱建物を構成すると考えられるピットや室町時代の井戸状遺構など、中世集落の一端をうかがい知

ることができる資料が増加している。

今後は中世における集落範囲の確認やその成立過程の把握など、周辺の遺跡との相互の検討をふまえ

た研究が求められている。
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第 2節 97-1区 の調査

1.位置 (第26。 27図 )

調査区は、遺跡の北端部分に位置し、現在の岡田集落の一部に含まれる。南海本線の軌道敷から南
ヘ

約50mの地点で、地形的には低位段丘面の先端部分に立地するものと考えられる。ここより海側では、

さほど顕著ではないものの海側に向かって落ち込む段差が存在する。

97-2・ 3区とは北東側用地を接しており、本調査区においても同様の遺構 。遺物の検出が期待され

た。 トレンチは、全部で 4カ所設定した。

2.層位と遺物の出土状況 (PL.11・ 28)

第 1ト レンチは、最も北寄りで市道に近接した地点である。盛土を約50c■ 除去すると現代の滋味土及

び床土は既に失われており、旧耕作土と考えられる暗灰色、暗灰褐色、淡灰褐色などの砂質系のシル ト

層が40～50cn認められ、黄褐色粘性シル ト層の地山に至る。また、 トレンチ西側部分では、淡灰褐色砂

質シル ト層は確認されず、暗灰褐色砂質シル ト層の上層に灰褐色砂質シル ト層が約10Cn認められた。遺

構は、溝や土坑が確認された。遺物は、淡灰褐色砂質シル ト層から中世末から近世初頭の上師器や陶器

などが少量出土している。

第 2ト レンチは、第 1ト レンチから南西に約28mの地点に位置し、97-2区にも最も近接した トレン

チである。約40o■ の盛上を除去すると、灰色、暗灰色の砂質シル トが約20cn部分的に認められ、褐色砂

質シル ト層 (約30ca)に至る。さらに下層には、褐色粘性シル ト層 (約10cn)が介在し、赤褐色粘性シ

ｒ鴻

●
知 トレンチ

¬いく
L/ン チ

第27図 岡田遺跡97-1～ 3区地形図
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ル トの地山に至る。盛土より地山までの下層は、プライマリーな状態で遺存しているが、旧耕作土とは

やや異なる様である。遺構はピットが 1基確認された。遺物は、いずれの層からも出上しなかった。

第 3ト レンチ及び第 4ト レンチは、盛土及び旧建物である工場の廃棄物と考えられるコークス状の炭

が約 1～ 1.5m認められ黄褐色粘性シル トの地山が確認された。また、第 4ト レンチはこの地山層を更

に掘り込んで廃棄物が埋め込まれており、明確な地山が確認できたのもごく僅かであった。いずれの ト

レンチからも遺構・遺物は確認されなかった。

3.遺構 (PL.■ 028)

第 1ト レンチでは、溝と上坑 2基を検出した。 S K01・ 021ま淡灰褐色砂質シル ト、 S D01は地山であ

る黄褐色粘性シル ト層の上面で確認された。

S D01は、北東から南西にまっすぐ検出された。検出長約3.6m、 幅約0.8m、 深さ約0.5mを測るか

なりしっかりとした溝である。断面はほぼ逆台形を呈し、底面が下方へやや丸みを帯びている。埋土は、

上層は灰色及び灰褐色系の砂質シル トでかなり軟弱な土質である。下層は灰色系の粘性シル トで、地山

の黄褐色粘性シル トをブロック状に含んでいる部分もあった。遺物は、上層から土師器の甕、羽釜、陶

磁器、真蛤壷などがかなりまとまって出上し、下層からは土師器片や瓦質土器の活鉢や土錘なども出土

した。

S K01・ 02は不整形の土坑である。いずれもトレンチ外へ伸びるため、全体の規模は不明であるが、

深さ10～ 20cnを測り、埋土は灰褐色シル トの 1層である。遺物は、陶器、土師器、瓦質土器などが出土

している。

第 2ト レンチでは、地山面である赤褐色粘性シル トの上面でピットを 1基検出した。径約20cnの円形

で、深さ約10cn程度の小型のものである。埋土は、灰色砂質シル トを呈する。遺物は出土しなかった。

4. 遺ウ勿 (PL。  14・ 36・ 37)

2は、瓦質の羽釜である。鍔部分からほぼ直に立ち上がる日縁部をもち、端部は平坦をなしている。

外面は 2条の凹線、内面はハケ調整が施される。 3は、土師質の羽釜である。かなり丸みを帯びた体部

を持ち、鍔部分から日縁部に向かって内傾して立ち上がる。端部は平坦をなしている。外面は鍔部分よ

り下方は横方向のヘラケズリ、上方はナデが施され、多くの煤が付着している。また、内面はすべてナ

デが施されている。 8は、湊焼の甕である。やや小形の甕で、外面は粗いタタキ、内面は粗いハケ、日

縁部はヨコナデが施される。 6は、白磁の椀である。以上は、 S D01上層の砂質系のシル ト層から出土

している。

4・ 5は、瓦質の括鉢である。 4は、摩滅が著しく橋目も失われている。 5は、注ぎ日の部分である。

同様に摩滅が著しい。 7は、土錘である。以上は、 S D01下層の粘質系のシル ト層から出土している。

1は、瓦質の羽釜である。鍔部分から日縁部に向かって僅かに内傾して立ち上がり、端部は平坦であ

る。外面鍔部上方には 2条の凹線、下方はヘラケズリが施される。内面には僅かにハケロが施される。

S K02から出土している。
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第 3節 97-2区 の調査

1.位置 (第26・ 27図 )

調査地は遺跡の北端部に位置し市道岡田駅上線の南側に面している。現在の岡田集落の北縁にあたる。

周辺では近世から近代に属する遺構や遺物が良好に確認されている。地形分類状は低位段丘上に立地し

ていると考えられている。

本調査区では調査区の北端部と中央部において試掘調査を実施し、その結果を受けて総延長90mを測

る南北に長いL字形の トレンチを 1カ所設定したものである。

2.層位と遺物の出土状況 (PL.12・ 29)

調査区全体が工場地であったため工場建設に伴う撹乱が著しく、 トレンチのほとんどすべての箇所が

何らかの撹乱を受けているといった状況であった。また盛土や撹乱土を除去すると近代に属する煉瓦生

産用粘土採掘坑が多く確認されたが、その土採りによって中世の包含層や元来の地形などはほとんどが

失われている。

調査区全体に厚さ60cmほ どの盛土が施されており、盛土を除去すると調査区の北端では旧耕作土と考

えられる淡黄褐色混じり灰褐色土や暗褐色混じり灰褐色砂質土が良好に残っている。旧耕作上の下層に

は暗褐色系の上層が堆積しており、わずかに中世の遺物が出上している。しかし旧耕作土直下に地山で

ある橙色粘上が拡がっているところもあり、先の包含層が削平を受けている箇所もあるようである。

トレンチの北端より18m程南へ進むと状況は一変し、ほぼ全域において近代の粘土採掘坑が確認され

る。それらの採掘坑はすべて人為的に埋戻されており、上層には耕作土が一様に拡がっていることから

粘土採掘後も引き続き耕作地として利用されていたことがわかる。また粘土採掘坑の底部に残された起

伏から、採掘坑間の前後関係が考えられるが、いずれも短期間で埋められており相互には時間的にそれ

ほど間断は無かったものと考えられる。

また粘土採掘の行なわれていない トレンチの南端コーナー耳ヒ側などでは、 トレンチ】ヒ端部と同様に中

世包含層や旧耕作上が良好に残存していることから、本来はこれらの土層は調査区一帯に拡がっていた

可能性は十分に考えられるのである。これらのうち地山面において多くの遺構が確認された。地山面の

標高は6.6mか ら7,Omを測り、南から北へ向かって緩やかに傾斜している。

3. 遺宥尊 (PL。  12・ 29)

先にも述べた多くの粘土採掘坑のほか、中世の溝やピット、土坑、また近世の土坑や溝などである。

以下に主なものについてみていくことにする。

調査区の北側において東西方向に平行して延びる2条の溝 (S D01・ 02)が確認された。北側のSD

01は東端は トレンチ外へと伸び、また西端は撹乱によって破壊されているため全貌は不明であるが、検

出長2.8m、 幅80cm、 上面からの深さ50～ 70cnを測る。この溝は断面V字状に深く彫り込まれているが、

北側では上面より40cnの ところで幅15cnのテラスを有している。またこのテラス部分において地山が高

さ10cn程の断面合形状に削り出されている部分もある。底面は平坦で、東側から西側に向かって緩やか

に下がっている。覆土は上下に大きく2分され、上位には旧耕作土系の上層が堆積している。また下部
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には灰白色粘土などがみられることから冠水状態にあったことが考えられる。

S D02は S D01の南側に平行して伸びる溝で、 S D01と の距離は心々間で2.lmを測る。 S D01と 同

様に東西の端は トレンチ外へと伸びるため明らかではなく、また溝の南側の肩のほとんどを粘上採掘坑

によって切られている。検出長3.5m、 幅50～60cn、 上面からの深さ20cnを測る。覆土は S D01の上位

と同じ旧耕作土系の土層である。

これらの溝は平行してまったく同じ方向に伸びており、また溝と溝との間の平坦地にまったく遺構が

認められず、また S D01の北側においては包合層が良好に残っているにも関わらず顕著な遺構が見当た

らないなどのことから集落域や寺域などを区画するものであった可能性が考えられる。確証は得られな

かったが両溝間の平坦地には土塁などの区画施設が存在した可能性も考えられよう。両溝の覆土より中

世を中心とする遺物が出上した。特に S D02に おいては多量の河原石が含まれていた事が注目される。

S D03は トレンチの中央部において確認された溝で、東西方向に直線状に伸びるが、西側は S D04に

よって大きく切られている。検出長90cm、 幅20cn、 上面からの深さ15cmを測る。覆土は 1層で暗灰褐色

砂質土であり、炭を多く合んでいた。遺物は瓦質の播鉢 (15)んミ出土した。

S D04は S D03の 西側を切る溝である。東西両端部が トレンチ外へと伸びるため全容は不明である。

トレンチの東端より北北東から南南西へと伸びる溝が途中屈曲して東西方向へと伸びるもので、検出長

2.7m、 幅20～90om、 上面からの深さ15cmを測る。覆土は一層であり暗灰褐色粘質上である。遺物は出

土しなかった。

S K01は トレンチの中央部、 S D03の 東端より南へ約 6mの地点で確認された土坑である。長軸を南

西から北東方向へ向けた楕円形または長方形のプランが考えられるが、土坑の大半が東側の トレンチ外

へと拡がっており、全貌は不明である。検出長2.5m、 幅10～ 30cm、 上面からの深さ10～20cnを測る。

覆土は一層で暗灰褐色砂質上であり、中から多量の河原石と共に遺物が出上した。遺構の全体が不明で

あるため性格については判然としないが、土坑墓の可能性も考えられるものである。

S K02は トレンチの南端コーナー部分より約5,5m北側において確認された土坑である。西側が トレ

ンチ外へと拡がっているため全貌は不明であるが、長軸を南西から北東方向へと向けた隅丸長方形のプ

ランと考えられる。検出長2,9m、 検出幅60cn、 上面からの深さ20cmを測る。覆土は 1層であり、黄褐

色ブロック混じり灰褐色砂質上である。中から土師器の皿 (18)が出上した。

S K01の南側約 3mの地点で、切り合う2基のピット (Pit01・ 02)が確認された。直径40cn、 深さ50

cmを測るものである。覆土は 1層で暗褐色混じり灰褐色粘上である。どちらも遺物は出土しなかった。

また柱穴も確認されなかった。これらのピットは他のピット群と比較して、その覆上の状況より中世に

属する可能性が非常に高いものである。

先述したように トレンチのほぼ全域において粘土採掘坑と考えられる土坑が確認された。しかし度重

なる採掘による切り合いがあり、個々に明確なプランを残すものは少ない。特に トレンチの南端コーナー

部分より東側の部分については トレンチ全域がほぼ完全に採掘を受けているような状態であった。以下

に代表的なものについて述べる。また粘土採掘坑は本来上坑として取り扱うべきではあるが、ここでは

他の土坑と区別するために不明遺構 (SX)と して観うこととする。
S X01は トレンチの北部において確認されたもので、掘方の北側は S D02の南半部を切っている。東

西両端が トレンチ外へと拡がっているが、長軸を南東から北西方向へ向けたいびつな楕円形を呈するも
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のであると考えられる。長さ約 7m、 検出幅 3m、 上面からの深さ60cnを測るものである。底面はおお

むね平坦であるが、一部に切り合いの痕跡と考えられる凸部もあり、複数回の採掘によって現在の規模

になっているようである。また掘方の北端部では工具痕が明瞭に残っている箇所もあった。それによる

と使用された工具は幅15cn程度のものであったと考えられる。

S X01の 覆土は 3～ 6層に分けられるが、いずれの層にも大きな差異は認められず、一様に埋め戻さ

れている。また覆上の最上位には近代の耕作土と捉えられる層が拡がっており、埋め戻し後も間断なく

耕作地として利用していたことが窺える。覆土より中世から近世を中心とする遺物が出土した。

S X02は トレンチの北端部より約 9mの地点で確認された。西側を撹乱よって破壊されているため全

形は不明であるが、長軸を南南東から北北西方向に向けたいびつな長方形を呈するものと考えられる。

長さ 5m、 検出幅1.8m、 上面からの深さ25～50cmを測る。覆土は 1層で灰褐色砂であり、貝殻片など

を合み海砂と考えられるものである。覆土より中世から近世を中心とする遺物が出上した。

4.遺物 (PL.14。 36・ 37、 第28図 )

図示した遺物のうち、 9～ 12・ 20・ 21は S D01よ り出上し、22・ 23は S D02、 15は S D03、 16・ 17は

S K01、 18は S K02、 13・ 14019・ 25。 26は S X01、 24は S X02よ り出上した。

9～ 141ま瓦質の羽釜である。 9は鍔部より日縁部まで内傾して立ち上り、端部は平坦に仕上げている。

日縁部には 3段の段を有し、鍔部以下の胴部外面はヘラケズリ、内面は日縁部には粗いハケロが、日縁

部以下には横方向のハケロがそれぞれ施される。10は直線的な鍔を持ち、鍔部より日縁部まではやや内

傾して立ち上がる。端部は平坦に仕上げる。日縁部には 3段の段を有し、内面は粗いハケロが施される。

■は鍔部より口縁部まで内傾して立ち上がる。端部は平坦に仕上げる。日縁部の段は浅く、凹線状にな

る。内面にはハケロが施される。12は鍔部より日縁部までは内傾して立ち上がり、端部は丸くおさめる。

日縁部には 3段の段を有する。軟質の製品で、内面は黄橙色を呈する。13は鍔部より日縁部まで直線的

に立ち上がり、端部はやや外傾するものである。鍔部には強いナデが、内面にはハケロが施される。ま

た胴部には多量の煤が付着している。14は直線的な鍔部より日縁部まで大きく内弯しながら立ち上がり、

端部は丸くおさめる。日縁端部に 1条、日縁部に2条の凹線が巡る。全体に厚手で、また軟質の製品で

ある。

15は瓦質土器の播鉢である。胴部より上を欠く。全体に摩滅しており、括目もかなり減っている。16

は瓦質土器の小椀である。断面三角形の高台を持ち、底部より日縁部までわずかに内傾 しながらも直線

的に立ち上がる。内外面ともにナデが施されるが、内面は非常に滑らかに仕上げられる反面、外面の調

整は粗い。

17・ 18は土師器皿である。17は復元日径7.6cnを測る。内外面ともにナデが施されるが、底部外面は

未調整である。また内外面ともにわずかに黒斑が認められる。18は 日径 9 cmを測り、底部よりやや外反

しながら直線的に立ち上がる。日縁の一部に内外面とも煤が付着しており、灯明皿として使用されたも

のであろう。

19は須恵器の釣鐘形飯蛤壷である。胴部は内外面ともにヨヨナデが施され、釣り手部はヘラケズリが

施される。焼成は良好である。ほとんど摩滅しておらず、紐ずれなどの使用痕も認められない。

20～ 23は土師質真蛤壷である。20は直線的に立ち上がる胴部がわずかにふくらみ、外反する日縁部に
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至る。日縁部の反りはややきつい。22は内

傾する胴部から肩張りし、外反する日縁部

を持つ。21・ 23は ともに尖底であり、21に

は内外面ともに指頭圧痕が多く認められる。

24・ 25は軒丸瓦である。24は肉厚の右巴

の尾部が圏線をなすと思われ、外区には密

に珠文が配される。さらに外側には圏線が

巡る。裏面はナデ調整である。25は右巴の

周囲には小振りの珠文が配されるものであ

る。外縁との間に圏線は認められない。瓦

当面には糸切り痕が明瞭に残る。また裏面

斡  26

0___す_「T__――――Jttm

岡田遺跡97-2区出土の遺物

は粗いナデが施される。

26は円盤状土製品である。平瓦の転用によるもので直径 6 cnを測る。

第 4節 97-3区 の調査

1.位置 (第26・ 27図 )

調査区は97-2区の西側に近接している。地形分類上では洪積段丘低位面に立地している。 トレンチ
は 1カ所設定した。

2.層位と遺物の出土状況 (PL.■ 030)

50～80omの盛上の下には第 2層・淡灰色上が部分的に確認され、第 3層・ マンガン混じり暗灰色上、

第 4層・黄褐色混じり灰色土とつづく。さらに下層では第 5層・茶褐色混じり灰色土、第 6層・ マンガ

ン混じり暗灰色土、第 7層 。マンガン混じり茶褐色土が堆積し、地山である明茶褐色粘土に至る。

3. 遺宥尊 (PL. 11・ 30)

2面の遺構面を確認した。第 1遺構面では第 5・ 6層をベースとして溝 1条 (S D01)、 第 2遺構面

となる地山面で同じく溝 1条 (S D02)を検出した。

S D01は北西一南東方向に延び、幅約40cn、 深さ約10cnを測る。埋土は灰色粘土で、中世の所産とな

る丸瓦片が出上している。 S D02は、幅約1.2m、 深さ約30cnを測る。埋土は暗灰色上である。遺物の

出土はなかった。

第 5節 97-4区 の調査

1.位置 (第26・ 29図 )

調査区は岡田遺跡のほぼ中央部で、当調査区の北西約60mの地点では市道改良工事に伴う大規模な調

査が行われている。また、北東に約50mの地点ではこの数年の間に頻繁に調査が行われており、近世 。

Ⅲ、lf4:事

IIウ士f狩ェ,|′・卜`4__″iみ
幸  、二 ,■4

ttt■学

第28図
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近代を中心とする粘土採取土坑など

の遺構や瓦質土器や蛤壷などの遺物

が出上している。地形分類上では低

位段丘面上にあたると考えられる。

トレンチは 1カ所設定した。

2.層位と遺物の出土状況

(PL。  11・ 30)

約10cnの現代耕作土 (I層)を除

くと、H層・ 明赤褐色シル ト (約 5

cn)、 Ⅲ層・茶褐色混 じり灰白色粘

質シル ト (約 10cm)、 Ⅳ層・茶褐色

混じり明褐色粘質シル ト (約 10o■ )

第 6節 97-5区 の調査

1.位置 (第 26。 30図 )

調査地は、遺跡の北西縁辺部に位

置し、地形的には海岸部まで続く低

位段丘面上に立地するものと考えら

れる。周辺は宅地となっているため、

これまでの調査例はほとんど皆無で

あるが、最も近接した調査例は、北

東約40mの市道中小路岡田樽井線新

設に伴う調査があり、ほぼ同一の地

形に立地しているものと考えられる。

牛
「「
F口

「
~~~可~~~二翠m

第30図  岡田遺跡97-5区地形図
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第29図 岡田遺跡97-4区地形図

がほぼ水平に堆積しており、地山である黄橙色粘土層とつづく。遺物はⅣ層より、須恵器・瓦器椀・蛤

壷 。平瓦の小片が出上しているが、図化し得るものではなかった。

3. 遺看尊 (PL. 11。 30)

地山面で明褐灰色砂の埋土をもつ土坑を 2基 (S K01002)検出した。両方の土坑とも トレンチの外

に拡がるため全形は不明である。 S K01は トレンチの南西側で検出された。平面形は扇形を呈し、深さ

約30cnを測る。断面形はゆるやかな椀形を呈する。 S K02は トレンチの南東側で検出された。南北に長

い楕円形を呈し、長辺約1.7m以上、短辺約50cm以上、深さ約35cnを測る。断面形は皿形を呈する。 S

K01002と も遺物の出土が認められないため、その形成時期や性格等は不明であるが、粘土採取土坑の

可能性が考えられる。

:等■

“

―
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2.層位と遺物の出土状況 (PL.■・ 30)

約45cmの盛土及び表上を除去すると、整地層と考えられる黄褐色粘性土シル ト層が、約15cm確認され

た。この下層には、 トレンチ南側では灰白色礫層の地山が確認されたが、北側部分では、灰褐色砂質シ

ル ト (約20ca)、 にぶい褐色粘性シル ト (約20cm)の層位を持つ北西方向への落ち込みが確認された。

また、落ち込みの下層からは、大量の湧水にみまわれた。遺構・遺物は、いずれの層からも確認されな

かった。

第 7節 97-6区 の調査

1.位置 (第26・ 31図 )

調査地は岡田遺跡の中心からやや

南側に位置し、市道中小路岡田樽井

線の東側に隣接する地点である。岡

田遺跡における既往の調査は岡田集

落内およびその南側においてかなり

の件数が行われているが、遺跡南縁

部では数件の調査のみでその内容は

明らかではない。調査地の現況は休

耕地である。 トレンチは 1カ所設定

した。

、

９７．６

0                      30m

岡田遺跡97-6区地形図第31図

2.層位と遺物の出土状況 (PL.■・ 31)

第 1層・耕作土 (約30c■ )、 第 2層・灰色混じり褐色土 (約 10cn)、 第 3層・淡褐色混じり灰色土 (約

20c■ )、 第 4層 。灰色混じり暗褐色土 (約 10cm)、 第 5層 。茶褐色混じり灰色土 (約20cn)、 第 6層 。明

黄褐色混じり暗灰色土 (約30cm)である。各層ともにほぼ水平に堆積している。地山は明黄褐色粘上で、

標高が9.6m前後のほぼフラットの様相を呈する。第 2層から第 5層にかけては当遺跡の調査でよく確

認される非常に軟弱な砂質系の土質で、地山からは湧水がともなう。明確に遺物包合層と確認されるの

は第 6層で、やや粘土質といった点で上層と異なっている。とり上げが不可能なくらいの瓦器の極細片

を少量包合している。地山面で精査を行ったが遺構は確認されなかった。

今回の調査では出土遺物の量などから、集落からやや離れた地点であることが伺えられた。

第 8節 96-8区 の調査

1.位置 (第26・ 32図 )

調査地は岡田遺跡の北西部、現在の岡田集落の西のはずれに位置している。地形的には洪積段丘低位

面の海へ向かって落ちる先端部に立地している。調査地の南側近接地において1993年度におこなわれた

調査では、耕作にともなう杭跡が検出されている。
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2.層位と遺物の出土状況

(PL. 11031)

第 1層・表土 (約30cn)の下に、

10cnほ どの暗褐色土 (第 2層)が認

められ、第 3層・暗黄褐色土 (約10

cn)、 地山の明黄褐色土に至る。表

土直下の暗褐色土に極少量の土師器

細片が含まれるものの、明確な遺物

包合層は確認できなかった。また、

地山面で精査をおこなったが遺構は

検出されなかった。

①

②

③

④

⑤

⑥

註

第32図  岡田遺跡96-8区地形図

泉南市教育委員会「岡田遺跡90-3区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書Ⅸ』 (1992)

泉南市教育委員会「岡田遺跡90-2区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書Ⅸ』 (1992)

泉南市教育委員会「岡田遺跡 既往の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書Ⅸ』 (1992)
泉南市教育委員会「岡田遺跡96-1区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書XV』 (1997)

泉南市教育委員会「岡田遺跡94-2区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書�』 (1995)

泉南市教育委員会「岡田遣跡93-2区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書�』 (1994)
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第12章 兎田遺跡の調査

第1節 既往の調査 (PL.1・ 2、 第33図 )

市域では基盤山地である和泉山脈

から派生して、平野部へと伸びるい

くつかの丘陵があるが、そのうちの

一つである通称「樫井丘陵」の東側、

樫井川の左岸に当遺跡は位置する。

地形分類上では樫井川左岸において

はほとんど見られない沖積段丘や氾

濫原上にあたると考えられる。

当遺跡の発見は現在の集落内の開

発に伴う試掘調査において、中世の

包合層が確認されたのが契機である

が、その後の調査例が少なく、その

実態を把握するにはあまりにもデー

タ不足がいなめないのが現状である。

しかし、周辺には南から兎田古墳群、初期須恵器が出土したフキアゲ山古墳群、新家古墳群といった

市域でも数少ない古墳群が展開している。また、樫井川の対岸には縄紋時代から中世にかけての複合遺

跡である三軒屋遺跡などが見られ、樫井川を中心に縄紋時代以降、活発な活動がなされており、それら

の遺跡に囲まれた当遺跡がどのような結びつきをもつのか今後の調査が注目される。

第 2節 96-1区 の調査

1.位置 (第33・ 34図 )

調査地は兎田遺跡の中央部、現在

の兎田集落内に位置している。最近

の調査では調査地の南西約50mにお

いて、厚い整地層やピットが確認さ

れており、さらに約100m南西の」

R阪和線沿いの調査では、樫井川の

氾濫原が当地にまで及んでいること

や、瓦器の出上が認められている。

調査地は最近まで昭和初期に建てら

れた工場があり、それ以前は木造の

住居が建っていたという。

第34図 兎田遺跡96-1区地形図

第33図 兎田遺跡調査区位置図
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2.層位と遺物の出土状況 (PL。 13・ 31)

盛土や旧工場の基礎を含む40cnほ どの表土層 (第 1層 )、 第 2層・暗褐色土 (約20cn)、 第 3層・暗褐

色混じり暗黄褐色土 (約 10Cm)、 第 4層・灰色混じり明褐色上である。第 4層の上面で遺構を検出した。

3. 遺君野 (PL。  13・ 31)

検出した遺構は、溝 (S D01)、 ピットである。

S D01は幅約 lmを測り、主軸はほぼ東西方向に向けられている。溝の両肩は人頭大の砂岩質の河原

石を用いて護岸されており、南肩には 2列、北肩は失われている部分が多いが残存する石から考えると

1列配されるようである。それぞれの石の間には小石や瓦の細片を用いて堅固に構築されている。また

南肩の石列は断面の観察から2段に積まれていた可能性が指摘される。この溝の性格であるが、埋上に

盛土直下の暗褐色上が堆積していることや、深さが10Cnと 非常に浅いこと、頻繁に流水していたとは考

えにくいことなどから、旧建物に伴う雨落ち溝の可能性が考えられる。溝内からは近世の陶磁器・瓦な

どが出上している。

ピットは 5基を確認した。平面は円形ないし楕円形を呈し、深さ10Ca程度を測る。埋土はすべて暗灰

色上で、Pit01か ら近世の平瓦が出上している。

4.遺物 (PL.38、 第35図 )

図示した遺物はすべて S D01から出上している。

1年 3は波佐見焼系の磁器椀である。 1は外面に草花

紋を描く。復元口径9。 9cn。 2は内面日縁部に幾何学紋

を巡らす。復元日径■ .4cnを測る。 3は復元日径12.8cn、

器高 3 cn、 高合径 7 cmを測る。畳付は露胎である。

4は陶器の小壷である。復元日径 8 cnを測る。

Tく 4

o                            15cm

第35図  兎田遺跡96-1区 出上の遺物

①

②

③

④

註 泉南市教育委員会「兎田遺跡 既往の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書Ⅶ』 (1990)
泉南市史編集委員会「考古・古代 第1章 原始の泉南」『泉南市史一通史編―』 (19γ )
②と同じ。
泉南市教育委員会「兎田遺跡95-1・ 2区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書�』 (1996)
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第13章 新家遺跡の調査

第1節 既往の調査 (PL。 1・ 2、 第36図 )

新家遺跡は市域の東南部、新家川

の右岸に位置し、地形分類上は沖積

段丘低位面にあたる。周辺の丘陵に

目をやると弥生時代の集落遺跡であ

る新家オ ドリ山遺跡を中心とする遺

跡群や、新家古墳群を中心とする多

くの古墳群が存在する。

当遺跡を合む「新家」地区は、中

世には「新家谷」と呼ばれ、地元に

現存する『 日輪山清明寺代々記弄三

谷古記』には、13世紀末から16世紀

末までの「新家谷」における宗教施

設の興廃・移転や、村の開発状況、
第36図 新家遺跡調査区位置図

戦争や飢饉の被害による農民の生活の様子などが客観的かつ簡潔に記述されている。

当遺跡は1985年の試掘調査によって、弥生時代中期の遺物が多量に含まれる溝や、竪穴住居の可能性

のある落ち込みが確認され、遺跡として周知されることとなった。また、同調査区における本調査にお

いて、中世の石組を伴う池状遺構やピット群が確認されている。しかし、これ以降の調査は極めて少な

く、弥生時代や古代の遺物包含層の拡がりが確認されたのみである。

当遺跡の調査はまだ始まったばかりで、今後のデータの増加を期待しなければならないが、いまだに

良好な歴史情報が保存されていると思われ、周辺の遺跡との有機的関連や中世の「新家谷」の繁栄をふ

まえた調査・研究が期待される。

第 2節 96-2区 の調査

1.位置 (第36・ 37図 )

調査区は現在の新家集落の西端に

あたり、1985年に弥生時代の遺構が

確認された地点より、南西に約180

mの地点にあたる。地形分類上では、

洪積段丘低位面にあたる。 トレンチ
は2カ所設定した。



2.層位と遺物の出土状況 (PL.13・ 32)

第 1ト レンチの基本層位は約10cnの盛土を除くと、明茶色シルト、にぶい茶褐色シルト、灰色砂混じ

り黄褐色シルト、明黄褐色シルトなどが約20cnにわたり複雑に堆積していた。ここでは近世の所産であ

る磁器、軒瓦などの小片が出上した。さらににぶい灰色シルトが約20caにわたり堆積しており、さらに

下層には明茶褐色シルト、灰色砂混じり黄褐色粘質シルト、灰色茶褐色シルト、灰色砂、茶褐色混じり

灰色粘質シルトなどが約40onにわたり堆積していた。灰色茶褐色シル トからは土師器や須恵器の小片が

出上した。さらに暗褐色シルト (約 10ca)、 黒褐色粘質土 (約30cn)、 地山である黄褐色礫に至る。黒褐

色粘質土からは弥生土器 (中期後半から後期)の小片が出上した。

第2ト レンチの基本層位は約20cmの盛上を除くと明茶色シルト、明黄褐色シルト、にぶい茶褐色シル

トなどが約30cnにわたり複雑に堆積していた。ここでは近世の所産である磁器の小片が出上した。さら

に下層には、にぶい灰色シルトが約10cmにわたり堆積しており、以下、明茶褐色シルト、黄色粘上、に

ぶい黄色粘質シルト、灰色砂混じり明茶褐色シルトなどが約20cnにわたり複雑に堆積していた。その直

下ににぶい暗褐色粘質シルト (約20ca)、 黒褐色粘質シルト (約40cm)がつづき、地山である黄褐色礫

に至る。遺物は黒褐色粘質シルトから弥生土器 (中期後半から後期)が多く出上した。

3.遺構 (PL.13・ 32)

第 1ト レンチではにぶい灰色シルトをベースとする面でピット2基 (Pit01 0 02)を検出した。

Pit01の平面形は円形で直径約15cn、 中心に直径約 8 cnの柱痕をもち、深さ6 cnであった。掘方の埋

土は灰色砂混じり黄褐色シルト、柱痕の埋土は暗灰色砂であった。掘方より近世の磁器の小片が出土し

た。Pit02の平面形は円形で直径約20om、 深さ約20cnを測り、底部に径約15cnの礫が確認された。埋土

は灰色砂で、遺物は出上しなかった。

第2ト レンチではにぶい灰色シルトをベースとする面 (上層)でピット5基を検出した。ピットは直

径 5～ 15cn、 深さは3～ 10cn、 平面形は円形や楕円形を呈しており、埋土はにぶい灰褐色上であった。

地山をベースとする面 (下層)で落ち込み状の遺構 (S X01)を検出した。S X01は トレンチ北端より

約50c■ の部分から南西方向に緩やかに落ちており、深さ2n以上を測る。埋土は礫混じり暗褐色粘質シ

ルトである。

4.遺物 (PL.38、 第38図 )

今回の調査全体で、コンテナ約 2箱の遺物が出土している。その種類は弥生土器、土師器から青磁器、

軒瓦まで多期、多種にわたる。しかし、その約90%が第2ト レンチから出上した弥生土器で、そのほと

んどが黒褐色粘質シルトから出上した。

1は壷である。頚部から大きく外反し、垂下する日縁部で、日縁端部は上方につまみあげられている。

日縁外面は凹線紋を3条有する。また頚部には凹線紋を 1条有する。色調は外面と断面は灰白色、内面

は明褐白色を呈す。復元日径は12.4o■ を測る。

2はほぼまっすぐに立ち上がる直日の壷であろう。日縁部には凹線紋が 5条認められ、日縁端部より

上から3条 目と4条目にはそれぞれ直径約 10mの孔を穿つ。色調は浅黄橙色を呈する。

3は鉢である。日縁部から体部にかけてなだらかに内弯している。日縁端部は肥厚し、平らな面を持
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第38図 新家遺跡96-2区 出土の弥生土器

つ。体部には 2本の貼付突帯を有する。色調は外・ 内面ともに浅黄橙色、断面は灰白色を呈している。

復元日径は30,8omを測る。

4～ 7は高杯である。 4・ 5は杯部、 6・ 7は脚部である。

4は、日縁端部は内側に肥厚し、平らな面をもち、凹線紋を 1条有している。体部外面には凹線紋を

2条有する。色調は外面は橙色、内面は橙色、断面は灰白色を呈している。復元日径は19.4caを測る。

5は 4と 同様であるが、日縁端部には凹線紋は認められない。外面は灰白色、内面は橙色、断面は灰白

色を呈している。復元日径は25,6cnを測る。

6は大きく外方に拡がる裾部をもち、裾端部は肥厚し、平らな面をもち、上方につまみあげられてい

る。色調は外面が黄橙色と灰色、内・断面は浅黄橙色を呈している。復元底径は12.5cnを測る。 7は 6

と同様であるが、裾端部は 6に比ベシャープにつまみあげられている。色調は外面は灰白色を呈してお

り、内・断面は浅黄橙色を呈している。復元底径は■ .4c■ を測る。

8・ 9は甕の日縁部である。 8は頚部から日縁部に向かって「 く」の字型に屈曲して外反し、日縁端

部は丸く、上方にわずかではあるがつまみあげられている。調整方法は頚部にヨヨナデが施されている。

色調は外面がにぶい黄橙色、内面は灰白色、断面は浅黄橙色を呈している。復元日径は14,Ocnを測る。

9は 8と 同様であるが、日縁端部は 8に比べ若千肥厚している。またつまみあげも8よ りはっきり認め

られる。調整方法は頚部にヨヨナデが施されている。復元口径は17.6cnを測る。

10～15は底部である。小片のため不明ではあるが、10。 ■は甕、12～ 15は壷であろう。10は平底を呈

し、調整方法は摩耗のため不明である。胎土はおそらく紀州系である。色調はにぶい黄橙色、内面は灰

司

日
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黄褐色、断面は灰黄褐色を呈している。復元底径は6,2cnを測る。■は平底を呈し、調整方法は外面に

ヘラミガキが施されている。色調は外面は浅黄橙色、内面は灰色、断面は暗灰色とにぶい橙色を呈して

いる。復元底径は4.8omを測る。12は平底を呈し、色調は外面は橙色、内面はにぶい黄橙色、断面は灰

黄褐色を呈している。復元底径は7.8cnを測る。13は平底を呈し、色調は外面はにぶい橙色、内・断面

は浅黄橙色を呈している。復元底径は 7 caを測る。14は平底を呈し、調整方法は外面にヘラミガキ、内

面にはナデが施されている。色調は外面が浅黄橙色、内面は、にぶい橙色、断面は灰白色を呈している。

15は平底を呈し、色調は外面は橙色、内面は浅黄橙色、断面はにぶい橙色を呈している。復元底径は

10.2cnである。

泉南市史編察委員会「古代・中世 第 3章 戦国時代の泉南」『泉南市史一通史編―』 (1987)
泉南市教育委員会「新家遺跡」『泉南市文化財年IRNo。 1』 (1995)

泉南市教育委員会「新家遺跡91-1区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書X』 (1998)
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第14章 まとめ

平成 9年度の文化財保護法に基づいた埋蔵文化財包蔵地内における発掘届出および通知は、第 1表に

示したとおり平成 9年 2月 1日 から平成 9年 12月 31日 までで65件を数える。

この中で本書で報告する市内遺跡群の各地における個人住宅等に伴う発掘調査は、32件である。その

内訳は、第 2表に示したとおり、男里遺跡 5件、戎畑遺跡16件、天神ノ森遺跡 1件、専徳寺遺跡 1件、

幡代遺跡 1件、岡中遺跡 1件、上代石塚遺跡 1件、岡田遺跡 6件である。これらの調査面積は、比較的

小規模なものが多いが、個々の調査で得られた情報はそれぞれ大きな意味を持つものであることは言う

までもない。

なお、本書では前年度未報告分の男里遺跡 3件 (97-17～ 19区 )、 光平寺跡 1件 (96-1区 )、 幡代遺

跡 2件 (97-1・ 2区 )、 長山遺跡 1件 (96-1区 )、 岡田遺跡 1件 (96-8区 )、 兎田遺跡 1件 (96-
1区 )、 新家遺跡 1件 (96-2区)も併せて報告 している。以下、今年度に得られた成果と過去のデー

タ等を比較しながらまとめをおこなってみたい。

男早遺跡においては、毎年継続的に調査がおこなわれており、特にこの数年で得られた情報は、当遺

跡が市内のみならず、泉南地域の歴史を明らかにする上で計り知れない重要な位置を占めていることを

不している。

96-1区の調査は、現在の男里集落のほぼ中央部における調査である。周辺ではこれまで中世から近
世を中心とした遺構 。遺物が確認されていたが、本調査では庄内式併行期の遺物が遺構にともなって出

土た。昨年度の本調査区西側の調査とともに、当該期の集落が調査区周辺に存在するデータを追加する

ことができた。

97-2区は、遺跡の北西部における調査である。落ち込み状の遺構から製糖に使用されたと考えられ
る遺物が多量に出土した。近世後期において泉南地域は、甘蒸栽培が盛んにおこなわれ、砂糖の一大生

産地であった。本調査では近世産業の実態を考える上で貴重な資料を得ることができた。

97-3区の調査は、これまであまり調査例がない遺跡北端部の地点である。中世の所産となる遺構の
確認は、当該期の土地開発が調査区周辺にまで及んでいたことが明らかとなった。

97-4区は、双子下池北西部における調査である。双子下池では近年の調査で古代の流路が複数検出
されているが、本調査区においてその流路の方向が確認された意義は大きい。また、中世以降、耕作地

として利用されていたことが判明し、遺跡内における当該期の生産域を考える上で大きな成果を得るこ

とができた。

97-5区は、遺跡北東部における調査である。本調査区では時期は明らかではないものの複数の耕作
面が確認されたことは、周辺が長期間において生産域であったことを窺わせるものである。

96-17区では、遺跡北部から東部にかけて広く分布する黒褐色系の粘性土層が大きく削平されている

ことが判明した。このことは中世における土地開発が大規模且つ広範囲におこなわれた可能性を示唆す

るものである。今後の周辺の調査では留意しなければならない点であろう。

96-18区は、遺跡北部、96-19区は男里川の堤防に近接した地点の調査である。両調査区ともに限定

的ではあるが周辺の旧地形を知るデータを得ることができた。

光平寺跡の調査では、中世寺院に直接関連する遺構は検出されなかったが、中世の遺物包合層の存在
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が確認されたことは、その拡がりを知り得る有益な情報となった。

戎畑遺跡では、今年度最も多くの調査がおこなわれた。大部分が平成 7年度から8年度にかけておこ

なわれ、大規模な集落や潅漑用水路、20基にもおよぶ真蛤壷焼成坑が確認された95-1区周辺の調査で

あるが、97-1区の調査で検出された溝は、集落範囲がさらに南西に拡がることを示す成果となった。

97-3・ 13区で検出した土器焼成上坑は真蛤壷を生産していたものと考えられ、今後さらにその数が追

加されることを推測させるものである。また、97-3区の S K02は これまで確認されているものとはや

や様相を異にし、出土遺物から黒色土器の生産を目的とした焼成坑である可能性が高い。今後、その構

造とともに供給先・消費地などを視野にいれた検討が必要とされる。97-4～ 6区および16区周辺では

顕著な遺構は確認されず、集落の拡がりや土地利用の状況を確認する資料を獲得することができた。

天神ノ森遺跡では、今年度 1件の調査がおこなわれた。調査地は遺跡の北東部に位置し、これまであ

まり調査がおこなわれていない地点であるが、既往の調査と同様に礫層が確認されたことによって、氾

濫原の拡がりを把握するデータを補強することとなった。しかし、遺物包合層は認められず、その分布

範囲の追求は今後の課題となった。

専徳寺遺跡は、今年度、開発工事に伴う試掘調査によって新たに発見された遺跡である。専徳寺の創

建に関連するものではないが、近世の日常雑器である遺物を図化することができた。遺跡は現在の博井

集落内に位置しているが、当集落の形成時期やその展開などは不明な点が多く、今後は専徳寺や遺跡周

辺に所在する他の寺院との関連とともに大きな課題となろう。また、当遺跡は市内でも数少ない洪積段

丘中位面に立地する遺跡として重要である。

幡代遺跡は、毎年継続的に数件の調査がおこなわれ、着実にデータが蓄積されている遺跡である。こ

れまでの調査において、中世の時期に寺院を中心として集落が展開したと考えらている。また、現在の

集落内においては、比較的安定した地山面とともに遺構・遺物が確認される地点と、砂礫層などの不安

定な氾濫原の様相を呈する地点が至近距離において確認されており、その複雑な地形上に集落が立地し

ていることが判明している。97-1・ 2区は現在の集落内、96-2区は集落の北端部における調査であ

る。

97-1区では、中世の遺物包含層が確認された。このことは当該期にはすでに調査区周辺に開発が及

んでいたことを示唆している。一方、96-1区では居住に適さない場所を近世以降、軟弱な地盤に整地

を施し、集落の拡大をおこなっていることが確認された。96-2区は遺構・遺物が確認されないことか

ら、集落の中心からやや離れた地点と考えられる。以上、今年度における幡代遺跡の調査で得られた知

見は、集落の発生やその展開を考える上で有益な情報となるであろう。

岡中遺跡では、今年度 1件の調査が遺跡の南部においておこなわれ、いまだ不明確な中世集落の生産

域を知る上で大きな手がかりとなった。

長山遺跡は、過去 2例の調査がおこなわれたが、中世以降の耕作に伴う遺構が確認されたのみで、そ

の内容は不明な点が多い。今年度は過去の調査地に隣接する地点の調査である。遺構は確認されなかっ

たが、既往の調査と同じく、中世の耕作地として利用されていたことが明らかになった。今後は当該期

の集落の追求が検討課題である。

上代石塚遺跡は、市内中央部に大きく拡がる洪積段丘低位面に立地する数少ない遺跡のひとつである。

分布調査によってその存在が確認されたものの、実態はまったく不明であった。しかし近年の大規模店
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舗の建設に伴って調査がおこなわれ、潅漑用と考えられる大規模な溝が検出されている。今年度調査は

この溝の西側約50mの地点でおこなった。検出した遺構は耕作に伴う鋤溝であったが、これまで未開発

地域であった調査地周辺を溝によって潅漑し、開発されていた状況を示すものであろう。

岡田遺跡は市内において男里遺跡に次ぐ規模を誇る遺跡である。既往の調査によって中世に大きく展

開した遺跡と考えられるが、集落の位置や範囲を確定する資料は不充分な状況であった。しかし、今年

度の調査の97-1・ 2区では、中世を中心とした溝などの遺構とともに多量の遺物が出上した。これら

は調査地周辺のそれほど離れていない地点に集落の存在を窺わせる資料となった。また、岡田遺跡の西

部周辺で頻繁に確認される煉瓦生産用の粘土採掘坑が、本調査区および97-4区においても認められた

ことによって、今まで考えられていた以上にその範囲が大規模に拡がることを裏づける結果を得ること

ができた。

97-5区は、遺跡の北西縁辺部の調査である。遺構や遺物は確認できなかったが、北西方向の落ち込

みは、今後周辺の旧地形を復元する上で有意義なデータであろう。

97-6区は、遺跡の南縁部、96-8区は北西部に位置し、ともにこれまで調査例が少ない地点である。

本年度の調査で認められた遺物包合層の存在やその堆積の状況は、今後遺跡の範囲や土地利用の実態を

確認する上で大きな手がかりとなるであろう。

兎田遺跡は、市域の東部、樫井川左岸に立地する遺跡である。これまでのところ、遺跡内における調

査はそれほど多くはないものの、現在の兎田集落の初源を中世の時期に求められる成果をあげている。

本年度の調査では、遺跡内においてはじめて近世の遺構・遺物が検出され、遺跡の内容の一端が明らか

にされた。

新家遺跡は樫井川の支流である新家川の右岸に立地する遺跡である。新家川流域では、向井山遺跡や

下村遺跡などの弥生時代中期の遺跡が集中し、当遺跡もそのひとつに数えられている。本年度調査では

落ち込み状の遺構から弥生時代中期の上器が多量に出土し、当遺跡が市域東部の弥生時代を語る上で重

要な位置にあることが再認識された。

以上、今年度における調査のまとめをおこなってきた。しかし、いずれも小範囲の調査のため、各遺

跡のもつ豊饒な歴史のほんの一部を明らかにしたにすぎない。今後新たな遺跡の発見や歴史的情報の増

加とともに、調査担当者の我々は、歴史の代弁者としての一翼を担っていることを再認識し、今後の調

査に臨まなければならない。

泉南市教育委員会「男里遺跡96-4区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書�』 (1997)
これらの製糖に使われていたと考えられる土器は、近年泉州南部における遺跡で相次いで検出されている。 (泉佐野市岡
本廃寺、阪南市貝掛遺跡など)しかし、今回出上した土器と、阪南市内出上の上器を比較したところ、胎土および焼成に
かなり違いあることが確認された。このことは土器の生産が一元的なものではなく、各集落ごとの多元的な生産をおこなっ
ていた可能性が考えられる。 (遺物の実見は、阪南市教育委員会 三好義三氏にご配慮頂いた。)
大阪府教育委員会『男里遺跡発掘調査概報・ I』 (1997)

大阪府教育委員会『男里遺跡発掘調査概報・ H』 (1997)

泉南市教育委員会「兎田遺跡95-1・ 2区の調査」『泉南市遺跡群発掘調査報告書�』 (1996)

註 ①

②

③

　

④

-61-



第 5表 文化財一覧表

1 正法寺跡 46 北ノ前遺跡 樫井西遺跡 新家古墳群 林昌寺跡

小垣内遺跡 47 野々官遺跡 藤波遺跡 新家オ ドリ山南遺跡 132 林昌寺瓦窯跡

大谷池遺跡 48 総福寺天満宮本殿 98 樫井城跡 138 フキアゲ山西遺跡 183 林昌寺銅鐸出土地

大久保 B遺跡 49 宮ノ前遺跡 94 奥家住宅 139 引谷池窯跡 岡中遺跡

5 下高田遺跡 511 垣外遺跡 95 道ノ池遺跡 140 兎田遺跡 185 高田山古墳群

6 紺屋遺跡 屯田遺跡 96 岡ノ崎遺跡 フキアゲ山東遺跡 186 岡中西遺跡

7 口無池遺跡 八王子遺跡 中菖蒲遺跡 フキアゲ山 1号墳 187 雨山南遺跡

8 東円寺跡 慈眼院金堂 。多宝塔 98 岸ノ下遺跡 143 フキアゲ山2号墳 188 福島遺跡

降井家屋敷跡 54 日根神社遺跡 99 諸目遺跡 144 兎田古墳群 189 尾崎海岸遺跡

大久保 C遺跡 西ノ上遺跡 1∞ 城ノ塚古墳 145 池尻遺跡 100 馬川北遺跡

中家住宅 56 川原遺跡 禅興寺跡 146 中の川遺跡 馬川遺跡

大久保A遺跡 母山遺跡 ダイジョウ寺跡 147 岩の前遺跡 下出北遺跡

五円北古墳 58 母山近世墓地 103 上之郷遺跡 143 別所北遺跡 193 室堂遺跡

五門遺跡 向井山遺跡 104 向井代遺跡 149 別所遺跡 1(〉4 平野寺 (長楽寺)跡

五円古墳 ω 鏡塚古墳 105 意賀美神社本殿 15Cl 高野遺跡 195 向出遺跡

大浦中世墓地 梨谷遺跡 1(X3 向井池遺跡 昭和池遺跡 196 高田西遺跡

大浦遺跡 62 笹ノ山遺跡 107 三軒屋遺跡 上村遺跡 向山遺跡

甲田家住宅 68 土丸遺跡 1∝ 川原遺跡 153 狐池遺跡 198 高田南遺跡

久保 B遺跡 64 土丸南遺跡 1∞ 岡田東遺跡 上野中道遺跡 199 和泉鳥取遺跡

20 鳥羽殿城跡 65 雨山城跡 岡田遺跡 155 芋掘遺跡 21D 雨山遺跡

墓の谷遺跡 66 上丸城跡 氏の松遺跡 156 石ケ原遺跡 21Jl 内畑遺跡

来迎寺本堂 67 下大木遺跡 112 座頭池遺跡 高倉山南遺跡 202 皿田池古墳

池ノ谷遺跡 68 大木遺跡 岡田西遺跡 158 本田池遺跡 203 正方寺遺跡

泌 成合寺遺跡 69 稲倉池北方遺跡 新伝寺遺跡 上代石塚遺跡 214 西畑遺跡

25 山ノ下城跡 70 大西遺跡 中小路北遺跡 160 信之池遺跡 205 自然田遺跡

26 山出遺跡 松原遺跡 中小路西遺跡 滑瀬遺跡 21B 玉田山遺跡

27 上瓦屋遺跡 中開遺跡 中小路遺跡 162 六尾遺跡 207 玉田山古墳群

28 湊遺跡 末廣遺跡 坊主池遺跡 163 六尾南遺跡 208 玉田山須恵器窯跡

29 壇波羅密寺跡 安松遺跡 中小路南遺跡 専徳寺遺跡 21D 寺田山遺跡

30 壇波羅遺跡 長滝遺跡 1211 北野遺跡 天神ノ森遺跡 黒田西遺跡

佐野王子跡 植田池遺跡 一岡神社遺跡 166 キレト遺跡 鳥取北遺跡

上町東遺跡 郷ノ芝遺跡 122 海会寺跡 167 高田遺跡 鳥取遺跡

市場東遺跡 日根野遺跡 海会寺瓦窯 168 男里北遺跡 鳥取南遺跡

34 若官遺跡 79 机場遺跡 1% 大苗代遺跡 戎畑遺跡 黒田南遺跡

上町遺跡 80 棚原遺跡 仏性寺跡 男里遺跡 神光寺 (蓮池)遺跡

36 俵屋遺跡 羽倉崎東遺跡 126 海営宮池遺跡 光平寺跡 三味谷遺跡

北尻遺跡 鬱 羽倉崎遺跡 市場遺跡 172 光平寺石造五輪塔 三升五合山遺跡

38 岡口遺跡 83 嘉祥神社本殿 128 向井山遺跡 構井南遺跡 218 小日谷遺跡

中嶋遺跡 84 道ノ池遺跡 新家遺跡 男里東遺跡 219 井関遺跡

40 小塚遺跡 85 羽倉崎上町遺跡 130 下村遺跡 長山遺跡 別 石田山遺跡

十二谷遺跡 86 船岡山遺跡 下村北遺跡 176 山ノ宮遺跡 西鳥取遺跡

42 丁田遺跡 87 岡本廃寺 132 下村 1号墳 前田池遺跡 戎遺跡

43 新池尻遺跡 88 田尻遺跡 新家オ ドリ山東遺跡 幡代遺跡 貝掛遺跡

44 大坪遺跡 89 船岡山南遺跡 134 新家オ ドリ山遺跡 幡代南遺跡 224 金剛寺遺跡

45 市堂遺跡 90 夫婦池遺跡 135 下村 2号墳 180 奥ノ池遺跡 225 塚谷古墳群
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PL.1 泉南地域の文化財
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PL.4 男里遺跡調査区

15

1 盛土
2 青灰色土
3 灰色混 じり橙褐色ンル ト
4 種色混 じり灰褐色土
5 灰褐色土 (わずかに橙色混 じる)
6 淡灰褐色土
7 橙色混 じり淡灰褐色土
8 淡灰褐色混 じり橙褐色土
9 淡灰白色混 じり明橙褐色シル ト
10 暗黄褐色混 じり灰褐色粘土
11 暗灰褐色粘土
12 暗橙色混 じり暗灰褐色粘土
13 暗褐色粘土
14 淡黒褐色粘土
15 淡黒褐色砂質土

ON97-4区北壁断面図

カクラン

1 表土
2 暗灰色土
3 明黄掲色土
4 褐色砂礫

ON97-2区平面図及び断面図

表土

暗黄褐色土

淡灰色土

暗灰色土

灰色混 じり明黄褐色土 (際混入 )

ON97-3区平面図及び断面図

盛±             8 灰褐色粘性シル ト
黒灰色シル ト         9 暗黄褐色粘性シル ト
橙色シル ト          10 黒褐色粘性シル ト
灰色砂質シル ト        11 にぶい褐色砂質シル ト
にぶい黄褐色砂質シル ト   12 灰褐色砂質ンル ト
灰褐色砂質シル ト      13 灰黄褐色粘性シル ト
にぶい黄褐色粘性シル ト   14 灰色砂質シル ト

ON96 18区平面図及び断面図

1 盛土
2 灰白色砂質シル ト
3 褐色砂質シル ト
4 灰色ンル ト
5 茶褐色砂質土
6 黒褐色粘土
7 褐色砂質シル ト
8 茶褐色粘質土 (SIX11)
9 灰色礫
10 褐色砂礫

ON97-1区平面図及び断面図

1 盛土
2 灰色ンル ト
3 赤褐色混灰褐色土
4 暗灰黄褐色土
5 赤褐色混灰褐色土
6 暗灰褐色土
7 暗掲色粘土
8 暗褐色混暗黄褐色土
9 暗黄褐色粘上

ON97-5区北壁断面図

盛上

基礎
旧盛土

灰色粘質土

灰色混 じりにぶい褐色ンル ト
褐色砂

ON96-19区南壁断面図

0                                         6m



1 盛土
2 黒灰色シル ト
3 橙色シル ト
4 灰色砂質ンル ト
5 にぶい黄褐色砂質ンル ト
6 灰褐色砂質シル ト
7 にぶい黄褐色粘性ンル ト
8 灰褐色粘性ンル ト
9 暗黄褐色粘性ンル ト
10 黒褐色粘性シル ト
11 にぶい褐色砂質ンル ト
12 灰褐色砂質ンル ト
13 灰黄褐色粘性シル ト
14 灰色砂質ンル ト

PL.5 男里遺跡96-17区調査区

0                                                                                                10m
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PL.7 戎畑遺卵調査区①

Ａ

鰍

上

―

1 盛上
2 暗褐色混 じり暗灰褐色土
3 暗灰褐色砂質土
4 暗黒褐色ンル ト
5 淡灰黄褐色土
6 暗黄褐色土

97-5区平面図及び断面図

1 盛土
2 暗褐色プロック混 じり灰色土
3 黒褐色粘質土
4 暗黄褐色粘質土

97-2区北壁断面図

暗褐色粘質土 (黄褐色粒多く合む )

暗褐色混 じり暗灰褐色砂質土 (地 山ブロック

暗褐色混 じり淡橙色土 (窯体多量に合む )

炭化木層

淡褐色土 (炭・ 焼土多量に合む )

暗黄褐色土

・ 炭含む )

SK02土層断面図

1 盛土
2 種色混 じり灰白色土
3 暗褐色ブロック混 じり淡灰褐色砂質土
4 淡灰褐色砂質土
5 暗黒褐色粘質土
6 淡灰黄褐色土
7 暗黄褐色土

974区平面図及び断面図

代

＼

古

1 盛土
2 暗橙色混 じり淡灰褐色土
3 暗褐色混 じり淡灰褐色砂質土
4 淡灰黄褐色混 じり暗褐色土
5 暗黒褐色ンル ト
6 暗黒褐色粘質土
7 暗灰黄褐色上
8 暗黄褐色混 じり暗褐色土
9 暗黄褐色土

97-3区平面図及び断面図
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PL.8 戎畑遺跡調査区②

Ａ
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下

1 盛土
2 暗黒褐色粘質土
3 暗褐色粘質ンル ト
4 暗黄褐色粘質土

獄
悧
⊥
―

1 盛土
2 淡灰褐色砂質土
3 灰白色土
4 暗褐色プロック混 じり淡灰褐色砂質土
5 暗黒褐色シル ト
6 淡灰黄褐色土
7 暗黄褐色土

EB97-6区平面図及び断面図

1 灰褐色砂質シル ト
2 暗褐灰色粘質シル ト
3 暗黒褐色粘質土
4 礫混 じり暗黒褐色粘質土
5 暗黄褐色粘質土

EB97-8区平面図及び断面図

と 盛土
2 青灰色粘質上
3 褐灰色粘質ンル ト
4 暗褐色粘質シル ト
5 暗黄褐色粘質土

EB97-11区平面図及び断面図
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黒灰色粘質土

灰色砂質ンル ト

灰色混 じり橙色ンル ト
灰褐色砂質ンル ト
明灰褐色砂質ンル ト

褐色粒を多く含む灰褐色シル ト
暗褐色シル ト

暗褐灰色粘質ンル ト
暗黒褐色粘質土

暗黄褐色粘質土

EB97-9区平面図及び断面図

黒灰色粘質±     6 褐灰色粘質ンル ト
灰色砂質シル ト    7 にぶい褐色粘質シル ト
灰褐色ンル ト     8 暗黒褐色粘質シル ト
灰色混 じり橙色ンル ト 9 暗黄褐色粘質土
灰褐色粘質ンル ト

EB97-10区平面図及び断面図
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PL.9 戎畑遺跡調査区③

1

/1

2

70m

1 盛上
2 淡黒褐色土
3 暗褐色土

EB97-12区平面図及び断面図

1 盛土
2 褐色上
3 暗褐色土
4 褐色混 じり黒掲色粘質土
5 暗黄褐色土
6 黒褐色粘質上
7 淡暗褐色土
8 暗褐色上

EB97-15区平面図及び断面図

６

７

８

９

Ю

Ｈ

暗黄褐色プロック混 じり灰色上

暗黄褐色土

暗灰色土

明褐色ブロック混 じり灰色土

暗茶褐色上

EB97-13区平面図及び断面図

72m

灰色混 じり褐色土

淡黒褐色土

黒褐色土

淡褐色土

茶褐色混 じり黒褐色土
暗褐色土 (礫含む )

1 盛土
2 褐色ンル ト
3 灰褐色ンル ト
4 茶褐色粘質土
5 にぶい褐色粘質土
6 暗黒褐色粘質土
7 暗黄褐色粘質上

EB97-14区平面図及び断面図

盛土

茶褐色混 じり灰色土
暗灰色土 (マ ンガン混入 )
黒褐色粘質土 (ク サ リレキ含む )
暗褐色土

Ｏ
枡
対
上
―

○
°

 。
。   。 ◎ 9

杵

「

円 由 ¬ 一 ― ―
_T~~~~―

― ― ― 署
m

EB97-16区北壁断面図



PL.10 光平寺跡・天神ノ森遺跡 。専徳寺遺跡・幡代遺跡・ 岡中遺跡・長山遺跡調査区

1 盛土
2 オリーブ黒シル ト
3 にぶい褐色ンル ト
4 黒灰色土混 じり黄褐色ンル ト
5 黄褐色土混 じり茶褐色ンル ト
6 褐灰色ンル ト
7 黄褐色ンル ト

ST97-1区平面図及び断面図

KH96-1区西壁断面図

ト

ト

シ

ト

ル
ル
リ

ル

シ

ン
じ

ン
質

質

混

質

粘
粘
礫

粘

色
色

色

色

灰
褐
褐

黒

黒
茶
茶

2‐
ユ

ヽ

_ 5

6

的一　・２嗚1ト レ

5

1 表土
2 談灰色土
3 暗黄褐色土
4 暗黄褐色上 (3よ りやや暗い )
5 茶掲色混 じり淡褐色土
6 礫混 じり褐色土

HT96-2区第 1ト レンチ及び第 2ト レンチ南壁断面図

1 盛土
2 暗黄褐色上
3 暗灰褐色土
4 灰褐色混 じり淡褐色ンル ト
5 暗褐色混 じり青灰色ンル ト
6 淡黄褐色砂質土
7 淡灰褐色砂礫

HT97-1区 南壁断面図

1 盛土
2 暗赤灰色ンル ト
3 にぶい橙色礫混 じリシル ト
4 灰褐色砂礫
5 黄橙色礫

TN97 1区北壁断面図

1 盛土
2 攪乱
3 攪乱
4 灰褐色礫混 じり粘土
5 暗灰褐色礫混 じり粘土
6 明黄褐色ンル ト
7 青灰色ンル ト (細砂が互層に混入 )

HT96-1区東壁断面図

15 6m

lト レ

1 表上及び暗笹色混 じり淡灰褐色上
2 暗橙色シル ト
3 灰褐色混 じり暗黄褐色土
4 暗灰褐色土
5 暗黄褐色土
6 灰橙褐色上
7 暗褐色混 じり上
8 淡灰褐色礫混 じり上
9 談灰褐色土
10 淡褐色土
11 淡褐色礫混 じり上

OK97-1区西壁断面図

NG96-1区第 1ト レンチ及び第 2ト レンチ北壁断面図

第 1ト レンチ
1 現代耕土
2 黄橙色ンル ト
3 灰褐色シル ト (マ ンガン粒多く含む )
4 茶褐色ンル ト
5 黄色ンル ト
6 橙色シル ト
7 灰色礫混 じリンル ト

第 2ト レンチ
1 現代耕土
2 黄橙色シル ト
3 灰褐色シル ト (マ ンガン粒多く合む )
4 茶褐色ンル ト
5 黄色シル ト
6 淡灰褐色シル ト
7 灰色礫混 じリンル ト0                                   6m

2ト レ



PL.11 岡田遺跡調査区

1 盛土
2 灰色砂質シル ト
3 暗灰色砂質ンル ト (焼土・ 炭少量含む )
4 褐灰色砂質ンル ト
5 褐色砂質シル ト
6 褐色粘性ンル ト
7 赤褐色粘性ンル ト

OKD97-1区 第 2ト レンチ平面図及び断面図

盛土

暗灰色砂質ンル ト

暗灰褐色砂質シル ト

汝灰褐色砂質ンル ト

黄褐色粘質ンル ト

灰褐色砂質シル ト (礫混入 )

灰褐色砂質シル ト

灰色砂質ンル ト

OKD97-1区 第

9 灰色シル ト
10 灰色粘質ンル ト
11 灰褐色砂質ンル ト (黄褐色粘性ンル
12 灰褐色砂質ンル ト
13 灰褐色粘性シル ト
14 灰褐色粘性ンル ト (黄褐色粘性ンル
15 灰褐色ンル ト
16 灰褐色砂質ンル ト

1ト レンチ平面図及び断面図

トプロック混入 )

トブロック混入 )

1

2

3

4

盛土

灰色土

マンガン混 じり暗灰色土

マンガン混 じり暗灰色土

(マ ンガン多く合む )

暗灰色土 (SIX12)

明黄褐色粘土

淡灰色土

黄褐色混 じり灰色土

茶褐色混 じり灰色土 (マ ンガン

灰色粘土 (SD01)
マンガン混じり茶褐色土

５

６

７

８

９

１０

１１

第1遺構面
OKD97-1区第 3ト

1 盛土
2 黄褐色粘質ンル ト

レンチ及び第 4ト レンチ東壁断面図

S〕92

第 2遺構面

OKD97-3区平面図及び断面図

西壁

1 表土
2 黄褐色粘性ンル ト
3 灰褐色砂質シル ト
4 褐灰色粘性シル ト
5 にぶい褐色粘性シル ト
6 灰白色礫層

OKD97-5区 断面図

1 明赤褐色ンル ト
2 茶褐色混 じり灰白色粘質ンル ト
3 茶褐色混 じり明褐灰色粘質ンル ト
4 明褐灰色砂
5 黄橙色粘土

OKD97-4区 平面図及び断面図

0                      4m

７

メ

T
Ｐ

ｒ

ト

ー

ー
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PL.12 岡田遺跡97-2区調査区

C― D間断面図

0                                    6m

1

2

3
4

5
6
7

8

9
10
11

12
13

14
15

16
17
18

19
20
21
22

23
24
25

26
27
28
29

30
31
32
33
34
35
36

盛土

灰褐色混 じり橙色砂質土

淡暗褐色混 じり灰褐色砂質土

明黄褐色混 じり暗灰褐色砂質上

灰褐色土

淡暗褐色混 じり掻色粘土

淡灰褐色混 じり茶褐色砂質土

灰褐色土

淡黄褐色混 じり灰褐色土

暗褐色混 じり灰褐色砂質土

暗褐色砂質土

明橙色混 じり灰褐色土

淡灰褐色土 (黒褐色粒多く含む )
淡灰褐色砂質土 (地山ブロック多く含む )
淡灰褐色砂質土

暗褐色混 じり灰黄褐色土

暗掲色ブロック混 じり橙色粘土

黄褐色混 じり暗灰褐色土

黄褐色混 じり暗灰褐色土

暗褐色混 じり暗灰褐色土

褐色混 じり暗灰褐色土

暗灰褐色砂質土 (マ ンガン粒多く合む )
明灰褐色土

灰褐色混 じり暗褐色上

淡暗褐色粘上

汝暗褐色混 じり橙色粘土

暗褐色混 じり淡灰褐色土

暗褐色混 じり淡灰褐色砂質土

黄色混 じり淡灰褐色粘土

淡灰褐色混 じり黄褐色粘土 (黒色粒多く含む )
橙色混 じり灰褐色粘土 (黒色粒多く合む )
橙色混 じり灰白色粘上

灰白色粘土

暗灰褐色粘質土

暗灰褐色砂質土 (炭、マンガン粒多く含む )
橙色粘土

A― B間断面図

阿

Ｈ

Ｈ

日

Ｈ

Ｈ

日

Ｈ

日

日

Ｈ

Ｈ

日

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

日

日

巳

E― F間断面図

G― H間断面図



耕作土

灰色混 じり褐色土

淡褐色混 じり灰色土
灰色混 じり暗褐色土

茶褐色混 じり灰色土
明黄褐色混 じり暗灰色土
明黄褐色粘土

OKD97-6区北壁断面図

OKD96-8区東壁断面図

表土

暗褐色土

暗褐色混 じり暗黄褐色土

暗灰色土

灰色混明褐色土

PL.13 岡田遺跡 。上代石塚遺跡・兎田遺跡・新家遺跡調査区

灰黒色土

淡灰褐色土混 じり黄褐色土

黄褐色混 じり淡灰褐色土

橙色混 じり淡黄褐色粘土

」Ю7-1区第 1ト レンチ平面図及び断面図

土
土

土
色

色

色
褐

褐

土
褐
黄
黄

表
暗

暗

明

半

∞ 物 石

US96-1区平面図及び断面図

1 盛土
2 明茶色ンル ト
3 にぶい茶褐色シル ト
4 灰色砂混 じり黄褐色ンル ト
5 明黄褐色ンル ト
6 にぶい灰色シル ト
7 にぶい灰褐色シル ト
8 明茶褐色ンル ト
9 黄色粘土
10 にぶい黄色粘質ンル ト
H 茶色シル ト
12 茶褐色混 じり灰色粘質シル ト
13 灰色砂混 じり明褐色ンル ト
14 暗褐色シル ト
15 黒褐色粘質土
16 暗褐色粘質ンル ト (礫含む )
17 黄褐色礫
18 灰色砂混 じり黄褐色粘質シル ト
10 黄褐色粘質ンル ト
20 灰色ンル ト
21 灰色砂

灰色上

淡灰掲色混 じり黄褐色土

黄褐色混 じり淡灰褐色土 (マ ンガン多く合む )
灰褐色混 じり黄褐色粘質上

」197-1区第 2ト レンチ平面図及び断面図

◎Hnl ゴ

SN96-2区第 1ト レンチ平面図及び断面図

聰

SN96-2区第 2ト レンチ平面図及び断面図 0                         4m
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1～ 8 97-1区 出土

9～23 97-2区 出土

0                                                         30cm

PL.14 岡田遺跡97-1・ 2区出上の遺物
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PL.15 男里遺跡97-1・ 2区

97-1区
(南から)

97-2区
(南から)

同SK01断面
(西から)



PL.16 男里遺跡97-3・ 4・ 5区

97-3区
(引ヒから)

97-4区
(南から)



PL.17 男里遺跡96-17区

全景 (北から)

同上 (東から)



PL.18 男里遺跡96-18・ 19区・光平寺跡96-1区

ON96-18区
(南から)

ON96-19区
(東から)

KH96-1区
(北から)



PL。 19 戎畑遺跡97-1・ 2区

97-1区第 1ト レンチ
(南から)

97-1区第 2ト レンチ
(南から)

97-2区
(南から)

導攀
確

= |:4

騨 |



PL.20 戎畑遺跡97-3・ 4区

1峰

永|=i
欝 ■■ |― ＼

攘
一や一
一・縛

97-3区全景
(】ヒから)

同SK02

(南から)

97-4区
(西から)



PL.21 戎畑遺跡97-5・ 6・ 7区

97-5区
(東から)

97-6区
(東から)

97-7区
(西か ら)



PL。 22 戎畑遺跡97-8・ 9・ 10区

97-8区
(南から)

97-9区 i
(東から),

97-10区

(耳ヒから)



PL。 23 戎畑遺跡97-11。 12・ 13区

97-11区

(南から)

97-12区

(南から)

97-13区

(】ヒんヽ ら)



PL.24 戎畑遺跡97-14・ 15。 16区

鋒蛉籍
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PL.25 天神ノ森遺跡97-1区・専徳寺遺跡97-1区・幡代遺跡97-1区

TN97-1区
(南から)

ST97-1区
(南から)

HT97-1区
(西から)



PL.26 幡代遺跡96-1・ 2区

96-1区
(南から)

96-2区第 1ト レンチ
(南から)

96-2区第 2ト レンチ
(西から)



PL.27 岡中遺跡97-1区 。長山遺跡96-1区

OK97-1区
(東から)

NG96-1区第 1ト レンチ
(南から)

同第 2ト レンチ

(南から)



PL。 28 上代石塚遺跡97-1区・ 岡田遺跡97-1区

Л97-1区第 1ト レンチ
(東から)

同第 2ト レンチ

(西から)

OKD97-1区第 1ト レンチ
(東から)



PL.29 岡田遺跡97-2区

全景

(南から)

SD01土層断面

(西から)

ら
上
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PL。 30 岡田遺跡97-3・ 4・ 5区

雛
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撫1癖
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97-3区
(】ヒから)

97-4区
(東から)

97-5区
(東から)
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PL.31 岡田遺跡97-6区、96-8区・兎田遺跡96-1区

OKD97-6区
(東から)

OKD96-8区
(西か ら)

US96-1区
(南から)



PL.32 新家遺跡96-2区

第 1ト レンチ

(東から)

第2ト レンチ上層

(西から)

第 2ト レンチ下層

(南から)



PL.33 男里遺跡97-1・ 2区・専徳寺遺跡97-1区出上の遺物



PL。 34 男里遺跡97-4区、96-17区・戎畑遺跡97-15区出上の遺物



PL。 35 戎畑遺跡97-3区出上の上器
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PL.36 岡田遺跡97-1・ 2区出土の遺物①



PL。 37 岡田遺跡97-1・ 2区出上の遺物②



PL,38 新家遺跡96-2区・兎田遺跡96-1区出上の遺物
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所 収 遺 跡 名
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所 在 地

コード
司ヒ 緯 東 経 調 査 期 間

調査面積

(ぽ )
調 査 原 因

市町村 ! 遺跡

おのきと ヤヽせき

男里遺跡
大阪府泉南市

男里

大阪府泉南市

男里

27228 ON 班跨
帥
賊
嚇
妙

97-1 199705
97-2 199712
97-3 199709
97-4  199707
97-5  199712
96-17 199702
96-18 199702
96--19  199703

５

２

３

４

４

器

盟

３

住宅新集
住宅新集
住宅新集
住宅新集
事務所
給油所
共同住宅
住宅新築

こうへい じあと

光平寺跡 27228 KH 班妙
動
難
け
り

96-1  199703 住宅新集

えびすばたいせき

戎畑遺跡
大阪府泉南市

得井
27228 BB

度
分
秒

雛

２．

“

度
分
秒

“

・５

３９

97-1 199707
97-2  199710
97-3 199708
97-4 199708
97-5 199708
97-6 199708
97-7 199709
97-8  190700
97-9  199700
97-10 199709
97-11  190710
97-12  190710
97-13  199710
97-14  199710
97-15  199710
97-16  199710

儀

４

泌

・８

望

ユ

閉

拗

閉

野

１４

拗

拗

９

あ

・６

工場及び倉庫
住宅新集
住宅新集
住宅新集
住宅新集
住宅新集
住宅新集
住宅新集
住宅新築
住宅新集
住宅兼店舗
住宅新集
住宅新集
住宅新築
住宅新築
住宅新集

てんじんの もり Vヽ せき

天神ノ森遺跡
大阪府泉南市

男里
27228 TN 班弱

翰

135度
15分
25秒
97-1 199705 住宅新集

せんとくし いせき
専徳寺遺跡

大阪府泉南市

棒井
27f22B ST

度

分

秒

雛

盟

儀

駆り
働
97-1 199704 分譲住宅

はたしろ ヤヽせき

幡代遺跡
大阪府泉南市

幡代
27228 HT 睡妙

呻
難
嚇
呻

暇

Ｑ

鶴

鉛

”

鉛

一　
一　
一

ｙ

弱

弱

住宅新集
住宅新築
住宅新集

岡中遺跡
大阪府泉南市

信達岡中
27228 OK 班”

妙
賊
け
勒

97-1  199712 4 住宅新築

ながやま Vヽ せき

長山遺跡
大阪府泉南市

馬場

大阪府泉南市

信違牧野

27228 NG 班妙
妙
賊
崎
呻
96-1 1蟹メ702 宅地造成

しょうだいしづか |ヽ せき

上代石塚遺跡 2722B JD 難巧
勒
賊
け
勒
97-1 199707 共同住宅

おかだ いせき
岡田遺跡

大阪府泉南市

岡田

大阪府泉南市

兎田

27223 OKD
度

分

秒

Ｍ

盟

冊

度

分

秒

箭

・６

石

97-1  199711
97-2 199705～ ∝
97-3  199712
97-4 199705
97-5 199708
97-6  199700
96-8 199703

側
翔
２
６
４
・０
２

共同住宅
宅地造成
住宅新集
住宅新築
住宅新集
アンテナ設置
住宅新集

うきいだ いせき

兎田遺跡 2穆28 US 班嚇
勒
賊
嚇
勒

96-1  190703 5 住宅新集

じんげ いせき
新家遺跡

大阪府泉南市

新家
27228 SN

度

分

秒

Ｍ

２２

・４

賊
崎
聰
96-2 199701 9 住宅新集



所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

男里遺跡

97-1

97--2

97-3
97--4

97-5
96-17

97-18
97-19

集落

集落

集落。生産

弥生時代末
～中世

近世

中世

奈良

不明

平安～中世

中世

不明

壽

落ち込み

落ち込み

鋤濤・土抗など

落ち込み

土師器・瓦器など

土師質土器・瓦など

土師器・瓦器など

土師器

土師器

黒色土器・瓦器・土師器な
ど

瓦器など

庄内式並行期の上器が

多量に出土

近世集落の状況を知る

資料を獲得

光平寺跡

96-1 中世 瓦質土器など

戎畑遺跡

97-1

97-2
97-3
97--4

97--5

97--6

97-7
97--8

97-9
97-10
97-11

97-12
97-13

97-14
97-15
97-16

集落

集落・生産

集落

集落

集落

集落

集落。生産

集落

集落

不明

不明

平安

不明

不明

中世

中世

不明

不明

不明

中世

鞍

中世

中世

不明

不明

掘立柱建物・土坑・・
潜など

土器焼成抗・溝など

濤など

溝など

薄・土抗など

土抗・ ピット

藩・ ピット

ピット

上坑・ ピット

ピット

滞・土坑・ ピット

上器焼成抗・ ピット
など

土坑・ ピット

濤・土坑・ ピット

土師質土器

土師器・黒色土器など

瓦器など

瓦質土器・瓦器など

黒色土器・瓦器など

瓦器など

瓦器など

瓦器など

遺跡範囲の拡大

天神ノ森遺跡

97-1 不明

専徳寺遺跡

97-1 集落 近世 土坑 陶磁器・瓦など 新規発見の近世遺跡

幡代遺跡

97-1
96-1
96-2

不明

不明

不明

岡中進跡

97-1 不明

長山遺跡

96-1 不 明

上代石塚遺跡

97-1 生産 不明 鋤濤・土抗

岡田遺跡

97-1

97--2

97-3
97--4

97-5
97--6

96-8

集落

集落

中世～近世

中世

世

世

明

世

明

中

中

不

中

不

溝・上坑

濤・土坑・ ピット

濤

劫

上師器・瓦質土器・陶磁器
など

上師器・瓦質土器・瓦など

瓦器など

瓦器

中世の遺構・遺物を多
登に確認

兎田遺跡

96-1 集落 不明 濤・ ピット 陶磁器・瓦など 遺跡内において初めて

近世の遺構を確認

新家遺跡

96-2 集落 弥生・近世 ピット・落ち込み 弥生土器・磁器など 弥生上器が多量に出土
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